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「寒川 学びプラン」実施計画について

１．実施計画の位置づけ
「寒川 学びプラン」は、平成１８年度から平成３２年度までの１５年計画です。

平成１８年度から２２年度までの５年間を「第１期実施計画」として実施してきました。第２期実

施計画期間については、当初「寒川町総合計画後期基本計画第１次実施計画」に合わせて、計画期間

を５年から４年に変更し、平成２３年度から２６年度までとして策定しましたが、ここで、平成２７

年度に予定していた教育振興基本計画との一本化を見送ったことから、計画期間を１年延ばし、
当初の５年に戻して実施することといたしました。
なお、毎年の進捗状況調査における「前年度実施状況報告」と「次年度の実行計画の策定」につい

て、引き続き実施するため、実施計画は、１５年の基本計画を具体化させる目的を持つとともに、毎

年策定する実行計画の土台としての役割を担うものです。

●実施計画の位置づけイメージ

２．取り組み方針
第２期実施計画の取り組み方針は以下のとおりです。

（１）情報提供体制の充実
第１期実施計画の取り組み方針で「生涯学習の基礎固め」を掲げ一定の成果を上げる

ことができました。なかでも「情報提供や相談機能の充実」については、生涯学習の入
り口とも言える重要な部分であり、引き続き重点的に取り組みます。

（２）時代の要請に対応したメニューの拡充
社会環境が急速に変化する中で、生活課題や学習ニーズが多様化しています。これら

時代の要請に敏感に対応した学習メニューについて拡充を図ります。また、自治基本条
例を踏まえ、住民協働など地域の活性化につながる事業を展開します。

（３）成人期・高齢期の学びや活動を支援する事業展開
様々な世代の学習や活動する機会を増やして行けるよう、実施計画ではライフステー

ジの広がりを意識して策定しています。
第１期実施計画では「団塊の世代」が定年を迎えることを踏まえて、地域に戻ってき

たこの世代の力を活かしていけるよう、活動の場の拡大を考え、事業展開を進めました。
第２期実施計画でも引き続きこの世代の活動を支援すると共に、特に学習活動への参

加が少ない成人期も含んだ世代の活動を支援します。

（４）教育振興基本計画との一本化を想定した事業展開
平成２７年度の「寒川 学びプラン」と「寒川町教育振興基本計画」の一本化を想定

した事業展開を進めてきましたが、平成２５年度に組織の改編が行われ、平成２７年度
に教育委員会制度改革が行わることから、一本化を見送ることになりました。

基本計画

15 年 計 画

実施計画

5年計画 毎年計画

基本計画の具体化 毎年策定する実行計画の土台となる計画

実 行 計 画
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３．実施計画の項目構成
実施計画は、以下の項目で構成されています。

施策名

基本計画に連動します。

５年間の取り組み目標

今後５年間にどのような学習機会を住民に提供していきたいかという観点で、取り組むべ

き目標を設定しています。

主な実施事業

施策ごとの具体的な事業を掲げています。

対象（ライフステージ）

〈第３節〉 分野ごとの学習

第３節においては、ライフステージ別の事業の対象者を○印で記入しています。

ライフステージ欄の「幼」「青」「成」「高」は、それぞれ「乳幼児期」「青少年期」「成

人期」「高齢期」を指します。

○印については、事業を実施する際の主な対象を示すものですが、事業を支える側など

関係する世代も含めています。

成人期と高齢期の表示において、高齢期に向けた独自の事業展開のあるものについては

○印で、成人期から引き続くものについては→印で示してあります。

なお、事業実施の段階では必要に応じて対象者を拡充します。

対象

〈第２節〉 ライフステージごとの学習

第２節は、ライフステージごとの施策のため、基本計画では「ライフステージ」の欄を

設定していませんが、事業を具体的に推進するため、対象者を記載しました。

〈第３節〉 分野ごとの学習

ライフステージ欄に記載の年齢層の中で対象を絞ったり、あるいは地域を広げたりした

場合、具体的な対象者を記載しています。

担当

事業を担当する課名を記載しています。

なお、複数課において事業実施するものについて、主管課があるものは代表課と関係各課、

また多数の課が取り組むべきものは関係各課と記載しています。



第１節　情報提供体制・相談体制
①情報提供の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1

生涯学習関連事業
の体系的な整理と
情報提供

関係各課との連携により、生
涯学習に関連する事業につい
ての情報を収集し、体系的に
整理します。

1
生涯学習事業情報
の収集

町･町関係機関が主催する生涯学習関連事業の情報をと
りまとめて「さむかわ町民大学･さむかわゆうゆう学園
ガイド」を作成し、136講座の情報を提供した。内容の
見やすさを考え、ガイドは前期･後期に分けて発行し
た。
また広報さむかわには、さむかわ町民大学･さむかわゆ
うゆう学園のマークを付け、町民へ周知を図った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2
行政資料の情報提
供

文書館と共同して町資料の収集と保管、提供した。
情報公開コーナー(庁舎1Fの行政資料閲覧コーナー)の
充実を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3
情報公開制度に基
づく情報提供

あらゆる機会、媒体を通じ、情報提供を行った。
公文書公開請求に対しては出来るだけ迅速に公開する
よう努めた。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4
財政状況に関する
情報提供

「寒川町財政事情の作成及び公表に関する条例」に基
づき、6月1日及び12月1日に告示、ホームページ上にお
いて公表。他に、広報紙6月1日号及び12月1日号に掲
載。決算特集及び予算特集も引き続き広報紙に掲載し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5
町ホームページに
よる情報提供

アクセシビリティに配慮したホームページを維持する
ため、当課による承認作業を強化した。
必要な情報が掲載されていて、誰もが見やすく、すぐ
に探し出すことができるホームページにするため、
ホームページ導入業者と調整を図った。
新規情報を早期に掲載するよう各課へイントラネット
と通じて周知した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

6
広報紙等印刷物に
よる情報提供

より見やすく、読みやすい広報紙となるように広報紙
を作成し、発行した。
平成28-29年度版寒川町くらしの便利ガイドについて民
間業者と共同発行のための編集を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

7
インターネットや
電子媒体による情
報提供

町ホームページ、ツイッター、メール配信サービスに
よる情報提供を充実させるため、各課へイントラネッ
トを通じて、パブリシティの概念とその重要性を伝え
た。
無料アプリ「ｉ広報紙」を普及させた。
新たなＳＮＳや動画配信による情報提供に向けて検討
を進めている。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

8
ＦＭ放送、映像に
よる情報提供

プレスリリース、記者会見などにより、報道機関等に
町の情報を積極的に提供した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

9 議会だよりの発行

①議会だよりを定例月後（年４回）発行し、全戸配付
による情報提供を行った。
②インターネットで議会本会議を配信し情報提供を
行った。
③議会ホームページに議会の活動状況等を掲載し情報
提供を行った。
④ケーブルテレビによる議会放映を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

10

県生涯学習情報シ
ステム「PLANETか
ながわ」への情報
提供

県生涯学習情報システム「PLANETかながわ」に情報入
力を行い、インターネットを通じて町が主催する生涯
学習関連事業について情報提供した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

行政に関する情報
の提供

行政についての理解を深めて
いくために、行政情報を積極
的に提供していきます。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

あらゆる媒体を通
じた幅広い情報提
供

多くの住民に情報が伝わるよ
うに、あらゆる媒体を通じ
て、きめ細やかな情報提供を
行います。特に、必要な情報
がすぐに探し出せる情報検索
機能の充実を図ります。

3

3



５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

生涯学習関連事業の情報を取りまとめて、
「さむかわ町民大学･さむかわゆうゆう学
園ガイド」を定期的に発行することで、継
続的に学習意欲の喚起、学習機会の提供を
することができたため。 協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

文書館と協働して町資料を適正に収集、保
管した。また、行政資料閲覧コーナーにて
積極的に行政資料の提供を行った。 総　務　課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

あらゆる機会、媒体を通じ、積極的に情報
提供を行った。公文書公開請求に対しては
寒川町情報公開条例に則り適正に処理を
行った。

総　務　課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

予定した事業内容については、いずれも計
画どおり実施出来た。

財　政　課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ホームページ等を誰もが利用できるものと
するための基準はJIS規格により定められ
ており、一定のウェブアクセシビリティの
達成レベルを満たしている。

企画政策課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

より広報紙を見やすくするために、公益社
団法人日本広報協会に依頼して紙面評価を
行ってもらい、その結果から現状の問題点
や改善点を洗い出し、リニューアルを行っ
た。常に町民目線に立つことを意識して編
集を行っている。寒川町くらしの便利ガイ
ドの発行は、アンケート結果からも好評で
あり、継続して行きたい。

企画政策課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町ホームページ等、各課からの積極的な発
信が根付いており、行政の取り組みを町民
や町外に知ってもらうことの重要性が認識
されてきた。新たなＳＮＳ及び動画配信に
ついては、提供開始時に向けた内部規定等
を確立するための情報収集を行っている。 企画政策課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

パブリシティによる広報は、伝達範囲も広
く、経費もかからないため、情報提供の手
法としては大きな効果が得られ、積極的な
情報発信が功を奏し、新聞社及び地方広告
紙等への町関連記事の掲載が年々増えて来
ている。

企画政策課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

議会だよりの発行（全戸配布）をはじめ、民間
サイト（i広報紙等）への議会だより掲載、イン
ターネット中継による議会本会議中継・録画放
送、会議録検索、議員賛否結果の公表、ケーブ
ルテレビによる予・決算特別委員会総括質疑の
模様のダイジェスト版での放送など、きめ細や
かな情報提供をすることができた。

議会事務局

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

情報入力を定期的に行い、参加対象を町内
在住･在勤者に限定していない生涯学習関
連事業の情報提供を継続的に行ったため。 協働文化推進課

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

生涯学習関連事業の情報提供をすることで、学習意欲の喚起、学習機会の提供
をすることが出来た。

町資料を文書館へ提供し、行政資料を遅滞なく行政資料閲覧コーナーでの閲覧
に供した。

あらゆる機会、媒体を通じ、情報提供を行い、公文書公開請求に対しては、平
均７．６日で回答した。

財政状況を公表することにより、財政運営の透明性を確保した。

２７年度事業報告

①議案等の議員別賛否結果の掲載、議員顔写真や関連写真、イラストや色使い
など、見たくなる紙面づくりを行った。民間サイト（i広報紙等）へ議会だよ
りをアップするなど引き続き情報提供の充実を図った。課題としては引き続き
字数削減（内容の簡素化）等、読みやすい紙面づくり。
②録画中継は迅速にアップする必要があるため、生中継から１週間以内にアッ
プした。今後も引き続きインターネット中継を見ることができない方への対応
や委員会中継についてが課題である。
③議員別賛否結果を公表することで開かれた議会の推進を図った。今後も引き
続き、迅速かつ的確な情報提供に努める。
④Ｊ：ＣＯＭチャンネル神奈川にて、決算特別委員会総括質疑の模様をダイ
ジェスト版にて放送することで、これまで議場へ傍聴に来たことが無い方や、
インターネットの環境が無く中継を見たことが無い人に対しても、議会構成や
審議の流れ、委員会制度などの議会制度を分かりやすい内容で放送した。　予
算特別委員会総括質疑の模様についても同様に放送。

参加対象を町内在住･在勤者に限定していない生涯学習関連事業の情報提供が
出来た。

チェック機能を持つCMSにより、高齢者や障がい者を含め、誰もが支障なく
ホームページ等を利用できるよう、ウェブアクセシビリティの向上に取り組む
ことができた。ホームページで作成した画面を即時メール配信している。時代
の求めに応じたホームページのトップ画面（動画等の導入）を検討して行く必
要性がある。

懇談会等の声を反映するなど、町民目線に立った編集を行った。できるだけ写
真や挿絵を入れるなど親しみを持ってもらえるページ構成とした。新たな情報
を満載した寒川町くらしの便利ガイドの作成を行った。平成28年6月に全世帯
配布及び転入者へ配布を開始する。（22,500部作成）

町ホームページ等へは最新情報や新規事業を即時性をもってアップすることが
できており、充実していると考えられる。i広報紙は町広報紙及びホームペー
ジにより普及を図っており、徐々に登録数も増えて来ている。新たなＳＮＳ及
び動画配信については、平成29年度情報提供開始に向けて検討中である。
また、昨今のSNS利用の現状を踏まえ、新たな情報発信手段の検討と自主財源
の確保について今後検討が必要である。

年4回開催する定例記者会見における町からの情報件数を増やし、各課へ、イ
ベント・新規事業等周知のためのプレスリリース発信を促したことによるマス
メディアへの積極的な提供行うことができた。
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事業内容 目標に対する達成状況

11
生涯学習情報冊
子・パンフレット
等の発行

町民大学、出前講座、生涯学習人材登録制度「ステッ
プ･アップ」、さむかわ生涯学習総合案内など各種事業
パンフレット等の発行、窓口配布やホームページに掲
載した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

12
子ども情報紙「す
きっぷ」の発行

町内の子ども向け講座情報を掲載した情報紙を年４回
発行。
町内幼稚園、保育園、小学校の児童全員に配布。
各号5,000部発行。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②相談体制の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1

総合的な学習相談
体制の充実

庁内の生涯学習窓口担当者に
より、相談体制についての検
討を行い、住民が相談しやす
い体制をつくります。また、
横の連携を強化することで、
相談の質を高めていきます。

13
総合的な相談体制
づくり

生涯学習活動や団体情報などの問い合わせに、随時対
応した。相談内容に応じて関係課等との調整を図っ
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

14
文書館におけるレ
ファレンス

文書館窓口で町に関する調べものの相談を随時受け付
けた。
窓口で公開できるデータベースを充実させ、検索の便
をはかった。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

15
身近な相談体制の
検討

現行の相談体制の維持にとどまり、新たな相談体制の
検討は行えなかった。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

第２節　ライフステージごとの学習
１　乳幼児期、青少年期の学習支援
（１）家庭等における教育力の向上
①家庭教育の推進

事業内容 目標に対する達成状況

16 家庭教育の充実

家庭教育支援に関する講座の実施
「ママパパのための絵本講座」
第１回「わらべうたベビーマッサージと絵本でふれあ
い遊び」　11/7　22家族（54名）参加
第２回「絵本講座」　11/21　22名参加

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

17
家庭教育講座等の
開催

親子リトミック教室、星空観察会、七夕飾り、ふれあ
いコンサート、ソフトテニス教室、公民館まつりなど
親子参加事業を開催しました。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

子育て教室等の充
実

育児や子育てに関する情報提
供と相談できる場を充実しま
す。

18
子育てに関する教
室や相談の開催

①父親・母親教室：１コース4日　年5コース
②離乳食講習会：前期6回　後期6回
③7か月相談　年12回/2歳育児相談 年12回
④子育て広場：年10回
⑤あそびの広場：年12回
⑥祖父母世代の子育て講座：1コース（3日）20人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②幼児教育の推進

事業内容 目標に対する達成状況
公共施設を活用し
た幼児教育の充実

図書館や公民館などの公共施
設を活用し、読み聞かせなど
の幼児教育を充実します。

19
図書館を活用した
活動の促進

毎週土曜日におはなし会、冬にスペシャルおはなし会
を開催した。
開催回数：　５０回　参加者数：９１２人
毎月第４水曜日に３歳児以下を対象とするおひざに
だっこのおはなし会を開催した。
開催回数：　１２回　参加者数：４０５人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

リトミック講座を開催しました。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

英語であそぼうなどＡＥＴの協力を得て開催しまし
た。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

新たな相談体制の
確立

相談者が現実的解決を図れる
よう、身近で気軽に相談でき
る体制を検討します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

1

家庭教育の充実 家庭の教育力を高めるため、
親子関係や家庭教育に関わる
講座等を開催するとともに、
地域において子どもたちが育
つ環境づくりに努めます。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

20
幼児教育講座等の
開催

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

1

多くの住民に情報が伝わるよ
うに、あらゆる媒体を通じ
て、きめ細やかな情報提供を
行います。特に、必要な情報
がすぐに探し出せる情報検索
機能の充実を図ります。

あらゆる媒体を通
じた幅広い情報提
供

3

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告
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対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年発行している各種パンフレット等につ
いては、町民に一定の認知をされており、
情報提供のツールとして効果が発揮出来て
いるため。 協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

情報媒体としての認知度が高まり、ゆうゆ
う学園の修了証申請者人数の増加にも繋げ
ることが出来たため。 協働文化推進課

５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町民の問い合わせに対し、相談内容に応じ
た対応を随時行うことが出来たため。

協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

一般利用者の調査研究、職員の業務利用な
ど、多くの資料を利用していただくことが
できた。

総　務　課
（文書館）

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

現行の相談体制の維持にとどまり、新たな
相談体制の検討は行えなかったため。

協働文化推進課

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
子育てに関わ
るあらゆる世
代の人

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

５年間に渡り継続して、家庭教育や子育て
に関する講演会等を実施し、家庭の教育力
を高めるための学習機会の提供を行った。

教育総務課

①未就学児、
青少年を持つ
親

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

参加者アンケートの結果、好評を得たので
今後も継続していく。

公　民　館

乳幼児・保護
者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各種講座を通して、必要な情報を提供し、
相談先を周知することができた。

健康・スポーツ課

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
子ども・親子 ■Ａ達成した

□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

子どもの成長により、毎年、読み聞かせ対
象者は変わっていくが、毎回多くの参加者
が有り、事業として定着し確実に目的を果
たすことができている。

総合図書館

未就学児・保
護者

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座としては参加者も多く成功したが、
サークル団体までは、発展できなかった。

小学生1、2年
生

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

北部で幼児期、センターで青少年期、南部
で成人一般を対象とした国際理解教育事業
を行っているので、今後も継続していく。

講座実施後のアンケート結果等から、町が行う生涯学習関連事業の認知度を上
げることが出来た。

定期的に全児童に配付することで、情報媒体として認知度を高めることが出来
た。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

町民の問い合わせに対し、相談内容に応じた対応が出来た。

文書館窓口で町に関する調べものの相談を402件受け付けた。

相談の窓口となる各担当部署間の連携を強化して、さまざまな町民の相談に対
応できるように努める必要がある。

２７年度事業報告

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

自然にスキンシップとコミュニケーションの取れる家庭での
読み聞かせを通して、親自身の子育ての不安をやわらげると
ともに、親子の絆を深め、子どもたちの豊かな心を育むこと
について考える機会を提供した。

子育て世代の父母に多く参加していただきました。

２７年度事業報告

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

おはなし会を定期的に開催し、年間のべ１，３１７人の親子
の参加があった。子どもたちは読み聞かせをとおして、様々
な世界や考え方に触れ、子どもたちの世界を広げることがで
きた。小学生を対象とした読み聞かせを定期的に行っていく
ことが今後の課題である。

親子で公民館を利用して仲間作りにもつながりました。

公　民　館

①父親・母親教室　満足度96.7％
　初妊婦参加率55.6％
②離乳食講習会前期
　満足度前期96.6％後期96.0％
③7か月相談来所率91.4％
　２歳児歯科相談来所率72.2％
④子育て広場来所者数　688人
⑤あそびの広場来所者数　373人
⑥祖父母世代の子育て講座　32人

２７年度事業報告

未就学児のうちから外国語に触れることができて、小学校で
の英語学習に円滑な導入のきっかけとなりました。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

２７年度事業報告
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事業内容 目標に対する達成状況

1

公共施設を活用し
た幼児教育の充実

図書館や公民館などの公共施
設を活用し、読み聞かせなど
の幼児教育を充実します。 20

-1
公民館を活用した
活動の推進

おはなし広場開催（南部）おはなし図書館開催（北
部）を継続して開催しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

幼児教育の支援 私立幼稚園に通う世帯に対
し、保育料の一部を補助する
ことで保護者の経済的負担の
軽減を図ります。

21
幼稚園就園家庭へ
の支援

保育料の一部を補助することで保護者の経済的負担の
軽減を図るが、外部評価により国庫補助対象外世帯に
ついて、高所得世帯層の区分を細分化し、補助額を減
額した。また、未申告世帯に対しては、対象外とし
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

③子育て支援の推進

事業内容 目標に対する達成状況
育児・子育てに関
する情報・学習機
会の充実

育児や子育てに関する情報提
供と相談できる場、子育て
サークルの育成、支援の拡大
などにより、子育て支援体制
を充実します。

22
子育て支援セン
ター事業

子育て相談、啓発、サークルの育成、支援などの事業
を行った。(相談・週5回実施）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

23
子育て支援教室の
開催

①父親・母親教室：１コース4日　年5コース
②離乳食講習会：前期6回　後期6回
③7か月相談　年12回/2歳育児相談 年12回
④子育て広場：年10回
⑤あそびの広場：年12回　　　　　　　　　　　　⑥
祖父母世代の子育て講座：1コース（3日）20人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

24

平成26年4月から町立保育園は民設化したため、当事業
は各園が実施する事業となった。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

25

布ぞうり作り教室　6月27日　17名
まが玉作り教室　10月12名

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

親子を対象にリトミック講座を開催しました。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

おはなし図書館を開催した。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

27
親子向け事業の充
実

毎週土曜日におはなし会、冬にスペシャルおはなし会
を開催した。
開催回数：　５０回　参加者数：９１２人
毎月第４水曜日に３歳児以下を対象とするおひざに
だっこのおはなし会を開催した。
開催回数：　１２回　参加者数：４０５人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

子育て支援グルー
プの育成、支援

地域で子育てを支援する人
材・団体を育成し、地域子育
て支援サポートシステムの基
礎を築きます。 28 子育て支援事業

地域で子育てを支援する人材を育成した。町内グルー
プ組織の所在と活動状況の把握。新たに補助金制度を
導入。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

2

親子で参加できる
講座やイベントな
どの充実

親と子の絆を深めながら、と
もに成長していけるよう、親
子で参加できる講座や交流機
会を拡充します。

親子向け講座・教
室の充実

26

1

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告
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対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
未就学児、小
学生

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

読み聞かせは、図書館でも行っており、公
民館への参加者は少ないが、地域の繋がり
に貢献できた。 公　民　館

施設型給付を
受けない私立
幼稚園に就園
する子どもを
もつ保護者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

保育料の一部を補助することにより、保護
者の経済的負担の軽減を図った。

子ども青少年課

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
乳幼児・保護
者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

幼稚園のプレ保育の開始や人口減少などに
より利用者数は減少傾向にあるが、育児や
子育てに関する情報提供と相談対応など、
子育て支援体制を充実を図った

子ども青少年課

乳幼児・保護
者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各種講座を通して、必要な情報を提供し、
相談先を周知することができた。また、父
親母親教室は、出産後にＯＢ会を開催し、
子育て世代のつながりを支援できている。

健康・スポーツ課

乳幼児・保護
者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

平成２６年４月に民設化したが、当事業は
各園で継続され、親子で参加するイベント
が各園で開催された。 子ども青少年課

親子 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

あくまで文化財の伝承を主目的とした事業
ではあるが、親子で作業できる機会は提供
できたと思われる。 教育総務課

小学生、未就
学児を持つ親
子及び一般

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座としては参加者も多く成功したが、
サークル団体までは、発展できなかった。

未就学児・小
学生・保護者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

参加者数も多く成功した。

子ども・親子 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎週土曜日のおはなし会、毎月１回のおひ
ざにだっこのおはなし会を定着させること
ができ、毎回多くの参加者を得ることがで
きた。

総合図書館

乳幼児・保護
者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

子育て支援センターを中心として、地域で
子育てを支援する人材・団体を育成し、地
域子育て支援サポートシステムの基礎を築
くとともに、H27年度より子育て支援団体
活動に対する補助制度を実施した。

子ども青少年課

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

参加者が少ないですが、継続して定期的に開催していること
で、地域のつながり作りに貢献しました。参加者の増大に向
けて取り組みます。

保育料の一部を補助することにより、保護者の経済的負担の
軽減を図った。

２７年度事業報告

公　民　館
親子対象事業のため、仲間づくりにもつながった。講座修了
後も仲間づくりの継続が必要。

おはなし会を定期的に開催し、年間のべ１，３１７人の親子
の参加があった。読み聞かせの裾野を広げる事業として、読
み聞かせを行っている人を対象に実践講座、０～３歳児向け
の布絵本づくり講座を実施した。

子育て支援センターを中心として、地域で子育てを支援する
人材・団体を育成し、地域子育て支援サポートシステムの基
礎を築くとともに、H27年度より子育て支援団体活動に対する
補助制度を実施した。

例年両事業とも数組親子での参加があり、楽しそうな雰囲気
で講座を受けている。

親子対象の事業なので、仲間づくりにもつながりました。講
座修了後、仲間づくりの継続が必要です。

事業の成果・課題等

①父親・母親教室　満足度96.7％
　初妊婦参加率55.6％
②離乳食講習会前期
　満足度前期96.6％後期96.0％
③7か月相談来所率91.4％
　２歳児歯科相談来所率72.2％
④子育て広場来所者数　688人
⑤あそびの広場来所者数　373人
⑥祖父母世代の子育て講座　32人

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

幼稚園のプレ保育の開始や人口減少などにより利用者数は減
少傾向にあるが、育児や子育てに関する情報提供と相談対応
など、子育て支援体制の充実を図った。

２７年度事業報告
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（2）学校、地域の連携による学習の支援と青少年の健全育成
①学校における学習の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1

生きる力や豊かな
心を育む取組みの
充実

様々な教育活動を通して、生
きる力や豊かな心の育成を図
ります。

29
「生きる力」育成
事業

①研究発表校、研究重点校及び研究推進校へ交付金を
支給。
②芸術鑑賞教室への支援。
③中学校部活動への支援。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

体験学習の充実 地域との連携や学校行事など
の活用により体験を取り入れ
た学習機会の拡充を図りま
す。

30
「生きる力」育成
事業

②芸術鑑賞教室への支援。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

31
「地域のせんせ
い」ふれあい推進
事業

①地域協力者に謝礼等。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

32 学校評議員制度

学校評議員から学校運営に関する基本方針や重要な活
動について意見を求め、地域に開かれた学校づくりを
推進した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

33
専門家による相談
の充実

各中学校にスクールカウンセラー配置（生徒・保護者
及び教職員対象の相談活動）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

34
メンタルフレンド
の導入

2名の学生相談員をそれぞれ年間30日配置。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5

教職員の研修等の
充実

教職員の研修等を実施し、教
職員の資質の向上を図りま
す。

35 研修会の開催

①教職員研修会年４回、校長・教頭研究会年１回
②教育講演会年１回（保護者・教職員・町民対象）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②地域における学習の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1

子ども向けの学習
講座の体系化と提
供

子どもが自主的・継続的に事
業に参加しやすくするため、
子どもを対象とする事業の拡
大し、体系化を図り、多様な
講座等を開催するように努め
ます。

36
さむかわゆうゆう
学園の開催

各課協力により年間実施。事業に1回参加するごとにス
タンプ1個を押し、10個で修了証申請認定。
対象講座：49講座
申請者：45人
平成27年度修了式：平成28年3月26日（土）
※寒川駅前公園にて「わくわくブックマーケット」内
で実施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

37
さむかわゆうゆう
学園の開催

各課協力により年間実施。事業に1回参加するごとにス
タンプ1個を押し、10個で修了証申請認定。
対象講座：49講座
申請者：45人
平成27年度修了式：平成28年3月26日（土）
※寒川駅前公園にて「わくわくブックマーケット」内
で実施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

38
放課後・週末等の
講座の開催

子どもサイエンスフェスティバル(町民センター)、七
夕飾り作り講座（北部）、サマースクール(南部)を開
催しました。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公立学校の教師等の協力を得
て、教員を講師とした親しみや
すい事業の提供を図ります。

実施なし □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

教職員と連携して「さむかわ科学少年団」を実施し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

3

特色ある学校づく
り

地域に開かれた学校を推進
し、各学校の特色ある教育活
動を支援します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

4

教育相談の充実 児童・生徒及び保護者の悩み
の解消と心の安定を図るとと
もに、教師のカウンセリング
マインドの向上を図ります。

3

家庭、地域、学校
の連携による学習
の支援

39 事業の検討・実施

2

放課後・週末等に
参加できる学習機
会の充実

子どもが土・日や放課後に、
様々な体験ができるよう学習
機会を充実します。
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対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
小・中学生 ■Ａ達成した

□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

①研究発表校、研究重点校及び研究推進校
へ交付金を支給し、取組への支援ができ
た。
②芸術鑑賞教室への支援ができた。
③中学校部活動への支援ができた。

学校教育課

小・中学生 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

芸術鑑賞教室への支援ができた。

学校教育課

小・中学生 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

「地域のせんせい」については身近な人材
と学校をつなぐ機会になり、双方のふれあ
いが活発になった。

学校教育課

小・中学生・
教職員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

学校評議員から学校運営に関する基本方針
や重要な活動について意見を求め、地域に
開かれた学校づくりを推進できた。

学校教育課

小・中学生・
保護者・教職
員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

これまでについても様々なニーズに対応
し、教育相談の充実につながった。

学校教育課

小・中学生・
保護者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

年齢が離れていない身近な人物という位置
づけで、児童・生徒の不安や悩みを聞く役
割ができた。 学校教育課

教職員 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

①著名な教育会を牽引する大学講師等を招
聘し、現場教育のニーズに合った教育課題
について研修を行うことができた。
②子どもを取りまく教育環境の変化や喫緊
の課題（特に最近３年間は情報化に対応す
る問題）に関する講演会を催すことができ
た。

学校教育課

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
未就学児・小
学生・中学生

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ゆうゆう学園の修了証申請者人数が徐々に
増加していることから、町が行う事業に、
子どもが自主的・継続的に参加するシステ
ムが構築されてきていると感じるため。

協働文化推進課

未就学児・小
学生・中学生

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ゆうゆう学園の修了証申請者人数が徐々に
増加していることから、町が行う事業に、
子どもが自主的・継続的に参加するシステ
ムが構築されてきていると感じるため。

協働文化推進課

未就学児、小
学生

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

土・日、長期休暇に事業を行うことによ
り、多くの児童が参加し、様々な体験の機
会を与えることができた。

公　民　館

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

教育総務課が実施している講座等は、分野
やテーマが限定されており、公立学校の教
員に講師を依頼するのが難しい。

教育総務課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

学校と連携して行っているので、今後も継
続していく。

公　民　館

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

各学校の校内研究への積極的な取組とともに、内容的な充実
度も高まっている。経験の浅い教職員の資質向上を引き続き
課題とする。

各学校毎年ジャンルを替えて実施している。本物にふれて学
ぶことは、児童生徒の豊かな情操を育む重要な事業となって
いる。学ぶ機会がさら広げられるとよい。

平成２７年度についても、学校での学習の補助や体験学習の
講師など、様々な活動で地域協力者を活用し、協力者からも
満足の声をいただいた。

引き続き学校評議員より積極的・具体的なな提言を頂くこと
ができ、各学校の学校経営に資することができた。

①全国的に著名な教育会を牽引する大学講師等を招聘し、現
場教育のニーズに合った教育課題について大変有意義な研修
を行うことができたことがアンケートから分かる。
②子どもを取りまく喫緊の課題に関する講演会を催すことが
できたが、開催日時は今後も検討課題である。

２７年度事業報告

専門性を十分に発揮し、困っている児童・生徒、保護者に対
して適切に対応することができた。

児童・生徒に寄り添って、一緒に活動することで、メンタル
フレンド自体が支援策になった。

教育総務課が実施している講座等は、分野やテーマが限定さ
れており、公立学校の教員に講師を依頼するのが難しい。

参加者が抽選になるほど多く、好評を得た。科学体験やロ
ボット学習を実施した。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

「わくわくブックマーケット」内で修了式を実施したこと
で、さむかわゆうゆう学園申請者の保護者以外の来場者へも
事業の周知ができた。

「わくわくブックマーケット」内で修了式を実施したこと
で、さむかわゆうゆう学園申請者の保護者以外の来場者へも
事業の周知ができた。

各館で土・日や長期休暇中に子ども向けの講座を開催して、
学校教育以外での学びの一助として有効な取り組みができま
した。これからも様々な講座を実施していきます。
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③青少年の健全育成

事業内容 目標に対する達成状況

1

青少年向け地域活
動への支援

子ども自身が自主的に活動で
きるよう、地域に根ざす活動
を支援します。

40
子ども会活動の支
援

子ども会説明会を4/11に開催し子ども会の運営方法、
町助成金申請方法等の説明を行った。また、1/23に体
験研修会を開催し、子ども会で行えるレクリエーショ
ン等を学習した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

41
こどもまつりの開
催

さむかわ子どもまつり　6/6　参加者248人
チャレンジランキングやジュニア・リーダーズクラブ
によるレクリエーションを行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

42 ふれあい塾の実施

週3日（月・水・金）開催
町内小学校の体育館で、指導員や見守りボランティア
を配置し実施。
496日、延べ14,287人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

43 公民館施設の開放

北部・南部公民館集会室を事業がない日に開放（卓
球・バドミントンの利用）をしました。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

青少年向け相談体
制の充実

多感な時期の青少年及び保護
者等の心が安定できるよう相
談体制の充実を図ります。

44
専門家による相談
の充実

心理士、巡回相談員、訪問相談員による教育相談を実
施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

45
ジュニア・リー
ダーズ・クラブの
支援

青少年指導員連絡協議会と協働して定例会やイベント
を開催し、会員のリーダーとしての意識の醸成を図っ
た。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

46
小学生リーダー研
修の開催

小学生体験教室の実施
①さつまいも作り　5～10月　全3回　延べ299人
さつまいもの苗植え、草取り、収穫を行った。
②キャンプ　8/24～25（１泊２日）39人
野外炊事やキャンプファイヤー、ゲームなどを行い、
新しい仲間作りや青少年指導員・ジュニアリーダーズ
クラブとの世代間交流を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

47

ふれあい塾指導員、ボランティアを対象に3/23に研修
実施。ふれあい塾の内容や運用に関する意見交換会を
行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

48

学童保育会への委託により、児童クラブ指導者への研
修実施。参加人数34名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

49 子ども議会の開催

子ども議員（小学校6年生）と町長、町執行部との質疑
応答。
2/6　15人参加。児童の質問に町長や町担当部長等が答
弁し、議会の体験を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

50
青少年環境浄化推
進協議会の支援

団体への交付金の交付や活動を支援し、青少年の健全
育成活動を推進した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

51
青少年指導員連絡
協議会の支援

団体への交付金の交付や活動を支援し、青少年の健全
育成活動を推進した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

52
青少年の健全育成
講座等の開催

科学少年団(町民センター)、夏休みこどもフェスティ
バル(北部)、サマースクール(南部)を開催しました。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

青少年向けの居場
所づくり

子ども達の自由な遊びの場・
学びの場を確保し、異年齢の
交流や体験の機会、仲間づく
りの場を提供します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

5

青少年の健全育成
事業の充実

青少年健全育成を推進する各
協議会の活動を支援します。
また、青少年向けの事業等を
充実します。

4

青少年活動の指導
者・リーダーの育
成

青少年が自覚を持って行動
し、自立できるよう支援しま
す。

指導者研修会の実
施
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対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
育成者 ■Ａ達成した

□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

子ども会が自主的に活動できるよう、地域
に根ざす支援を行った。

子ども青少年課

小学生 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町内小学校児童数が減少していることもあ
り参加児童数は減っているが、毎年約１割
の児童が参加している。

子ども青少年課

小学生 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ふれあい塾への登録児童数は町内小学校全
児童の約６割となっていて、参加児童数は
増加傾向にある。 子ども青少年課

小・中・高校
生

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

異年齢の交流や体験の機会、仲間づくりの
場を提供できた。

公　民　館

青少年・保護
者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

心理士、巡回相談員、訪問相談員による教
育相談を行い、様々なニーズに対応するこ
とができた。

学校教育課

中・高校生・
クラブを巣
立ったシニア

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

構成人員はあまり変わらないが、実際に参
加する人数は減少している。
会員のリーダーとしての意識の醸成がおお
むね図れた。

子ども青少年課

①小学生※保
護者・兄弟参
加可　②小学
生

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

両事業とも募集人数近く参加申込がある。
自然にふれることで、豊かな感性が育まれ
ている。

子ども青少年課

ふれあい塾指
導者
ボランティア

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年研修会を開催し、共通した認識を持
ち、技術の向上を目指した。

子ども青少年課

児童クラブ支
援員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年研修会を開催し、共通した認識を持
ち、技術の向上を目指した。

子ども青少年課

小学生 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

自分たちで考える力を身につける体験学習
を行った。

子ども青少年課

各団体からの
推薦者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

青少年健全育成を推進する活動を支援し
た。

子ども青少年課

地域からの推
薦者等

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

青少年健全育成を推進する活動を支援し
た。

子ども青少年課

小学生 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

土・日、長期休暇に事業を行うことによ
り、多くの児童が参加し、様々な体験の機
会を与えることができた。 公　民　館

定員に近い申込が有り、多くの参加があった。異年齢交流の
場として効果があった。

体育館でボール遊びやバトミントンなどを利用し、安全で自
由に遊べる場を提供した。
ボランティアが高齢化している。また、ボランティアの確保
が課題

地域住民が気軽に立ち寄れる場所として定着しています。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

地域での異年齢集団としての活動充実に向け、子ども会に対
し青少年指導員の派遣を行った。

２７年度事業報告

議場を利用するなど、本会議と同様な内容を実施し、貴重な
体験学習をした。開催後のアンケートでは、町に興味を持つ
ようになった児童が多くいた。

社会問題になっている薬物に対し、乱用防止キャンペーンを
自主事業として町内中学校や高等学校で開催し、啓蒙活動を
行った。

青少年を支援できる自主事業の実施が課題

各館で土・日や長期休暇中に子ども向けの講座を開催して、
学校教育以外での学びの一助として有効な取り組みができま
した。これからも様々な講座を実施していきます。

心理士、巡回相談員、訪問相談員による児童・生徒・保護者
への教育相談を行い、様々なニーズに対応することができ
た。

会員のリーダーとしての意識の醸成が図れた。登録者数の伸
び悩みや事業等への参加が減少傾向なのが課題。

①家族で参加できるためリピーター率が高い事業である。ま
た、ボランティアなど地域の方々の協力を得て世代間交流が
図られている。
②キャンプ体験に加え、参加児童同士や青少年指導員との交
流も図られている。

事業の目的の再確認や、各ふれあい塾での課題等について意
見交換をし、共通認識を持つことが出来た。

寒川学童保育会独自の研修だけでなく、県の研修などにも参
加し、スキルアップを図った。
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２　成人期の学習支援

①多様な学習機会の充実

事業内容 目標に対する達成状況

53
さむかわ町民大学
の開催

各課協力により年間実施。
平成27年度は136講座を開催。
参加者数：16,880人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

54
公民館講座等の開
催

住民ニーズに応えるように多種多様な講座を開催し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

出前講座の充実 地域に町職員が出向いて講座
を開催する「さむかわ出前講
座」を充実するとともに周知
を図り、利用を促進します。 55

さむかわ出前講座
の開催

各課協力により年間実施。
講座メニュー：25講座
平成27年度派遣実績
依頼数：6講座
受講者数：1,107人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

参加しやすい学習
機会の充実

第5節「参加を支える環境の整
備」4「参加を支える環境づく
り」①「参加しやすくするた
めの環境づくり」参照

56 ― ―

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②就労に関する学習機会の充実

事業内容 目標に対する達成状況

57
シルバー人材セン
ターへの支援

シルバー人材センターの補助を行った。
会員数：332人
受注件数：1,192件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

58 パソコン講座

若者向け就労支援として神奈川県、茅ヶ崎市と共催で
パソコン講座を開催し、合計10名の参加があった。開
催日と参加人数内訳は次のとおり。

・11/24(火)～26(木)　計10名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

リカレント教育の
充実

大学など関係機関との連携に
より、リカレント教育を充実
します。 59 なし ２５年度廃止

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

３　高齢期の学習支援

①高齢期における多様な学習機会の充実

事業内容 目標に対する達成状況

60
さむかわ町民大学
の開催（再掲）

各課協力により年間実施。
平成27年度は136講座を開催。
参加者数：16,880人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

61

高齢者の自己学習
支援のための大活
字本等資料の整備
充実

大活字本を継続的に収集を行い、提供した。本年度
は、１２タイトル（１７冊）を購入できた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

62
公民館講座等の開
催

住民ニーズに応えるように多種多様な講座を開催し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

出前講座の充実
（再掲）

地域に町職員が出向いて講座
を開催する「さむかわ出前講
座」を充実するとともに周知
を図り、利用を促進します。
(再掲)

63
さむかわ出前講座
の開催（再掲）

各課協力により年間実施。
講座メニュー：25講座
平成27年度派遣実績
依頼数：6講座
受講者数：1,107人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

生きがいづくり、
健康づくりの促進

老人クラブへの運営費の助成を
継続するとともに、多様化する
高齢者のニーズに対応できるよ
う、活動方法に関するアドバイ
スやノウハウの提供等、必要な
支援を行っていきます。

64
老人クラブ活動の
支援

老人クラブ活動等事業・老人クラブ連合会職員の人件
費補助
老人クラブ連合会：１連合会
単位老人クラブ：１５クラブ
会員数：710人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

自主的な取組みや
就労を通じた社会
参加の促進

シルバー人材センターが実施
する各種教室に関するPRを行
うことで、高齢者の社会参加
や生きがいづくりを支援して
いきます。

65
シルバー人材セン
ターの支援

町広報へシルバー人材センター主催事業の掲載を依頼
した。
高齢者パソコン教室：４件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

1

多様な学習内容の
充実

時代のニーズに即した多様な
学習内容を提供し、町民がい
つでも気軽に参加し、学べる
体制を整備します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

1

就労を支援する学
習機会の充実

若年層や女性・失業者などの
就労を支援するために、就職
機会の増大につながる技能、
資格等を習得できる講座を開
催します。また、シルバー人
材センターへの支援を通じて
高齢者の生きがいづくりと就
労支援を行います。

1

多様な学習内容の
充実
（再掲）

時代のニーズに即した多様な
学習内容を提供し、町民がい
つでも気軽に参加し、学べる
体制を整備します。（再掲）
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対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町･町関係機関が行う生涯学習関連事業を
とりまとめて「さむかわ町民大学･さむか
わゆうゆう学園ガイド」を作成し、町民に
生涯学習情報の提供が継続的に出来たた
め。

協働文化推進課

関係各課

町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

マンネリ化しないよう毎年新たな講座を取
り入れ事業を行った。利用者からも高評価
をいただいている。 公　民　館

おおむね１０
名以上で構成
されている町
民の団体、グ
ループ

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

受講者数が増加していることから、さむか
わ出前講座が、町民に定着してきていると
感じられるため。 協働文化推進課

関係各課

―

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

― ―

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
シルバー人材
センター会員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

シルバー人材センターへの支援を通じて高
齢者の生きがいづくりと就労支援を行っ
た。 高齢介護課

―

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

県や茅ヶ崎市と協力し、パソコン講座を定
期的に開催することで、近年増加している
ニート等の働くことに困難を抱える若者の
就職に有利な技術の習得に寄与することが
できた。

産業振興課

―

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

当事業は、第２期実施計画に位置づけられ
ていたが、事業を実施するにあたり、財政
が確保できない等の理由により、平成２５
年度に事業を廃止した。

産業振興課

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町･町関係機関が行う生涯学習関連事業を
とりまとめて「さむかわ町民大学･さむか
わゆうゆう学園ガイド」を作成し、町民に
生涯学習情報の提供が継続的に出来たた
め。

協働文化推進課

関係各課

図書館利用者
全て

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続的に大活字本を購入し、提供すること
ができた。

総合図書館

町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

マンネリ化しないよう毎年新たな講座を取
り入れ事業を行った。利用者からも高評価
をいただいている。 公　民　館

おおむね１０
名以上で構成
されている町
民の団体、グ
ループ

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

受講者数が増加していることから、さむか
わ出前講座が、町民に定着してきていると
感じられるため。 協働文化推進課

関係各課

老人クラブ会
員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

老人クラブへの支援を通じ、町内の高齢者
への生きがいや健康づくりを推進すること
ができた。

高齢介護課

60歳以上の町
民（世代間交
流事業は小学
生とその親、
パソコン教室
については55
歳以上）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

シルバー人材センターが実施する各種教室
を、都度、適した方法でＰＲすることで高
齢者の社会参加や生きがいづくりを支援す
ることができた。 高齢介護課

自治会、老人会など定期的に利用する団体もあり、事業とし
て定着出来た。平成27年度は受講者が昨年より52人増加し
た。

―

２７年度事業報告

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

町･町関係機関が行う生涯学習関連事業をとりまとめて「さむ
かわ町民大学･さむかわゆうゆう学園ガイド」を作成し、町民
に生涯学習情報の提供が出来たため。

新規の公民館利用者の開拓につながりました。多種多様な講
座の開催が望まれます。

２７年度事業報告

２７年度事業報告

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

働く意欲のある健康な高齢者等に対し、知識、経験、能力を
活かして働く機会を確保し、社会貢献の推進を図った。

若者の職業的自立を支援する神奈川県地域若者サポートス
テーション事業の一環として実施し、10名の若者が就職に役
立つ基本的なパソコン技術を習得することができた。

自治会、老人会など定期的に利用する団体もあり、事業とし
て定着出来た。平成27年度は受講者が昨年より52人増加し
た。

老人クラブ連合会及び各単位老人クラブの活動の活性化を図
り、地域での生きがいと健康づくりを推進した。

シルバー人材センターが主催する事業を町広報に掲載するこ
とで、高齢者の社会参加を推進した。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

町･町関係機関が行う生涯学習関連事業をとりまとめて「さむ
かわ町民大学･さむかわゆうゆう学園ガイド」を作成し、町民
に生涯学習情報の提供が出来たため。

継続的に大活字本を購入し、提供することができた。しか
し、大活字本は高額なため多くのタイトル数はそろえること
ができなかった。

新規の公民館利用者の開拓につながりました。多種多様な講
座の開催が望まれます。
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第３節　分野ごとの学習

１　文化・芸術
①文化芸術について知り・学ぶ機会の充実

66 町文化祭の開催

第46回寒川町文化祭を開催し、22団体による舞台発
表、展示、大会等を実施した。
期間：10月6日（火）～11月8日（日）
会場：町民センター・南部文化福祉会館
参加・見学者数：7,227人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

67
広域的な文化イベ
ントへの参加・協
力

2市1町（茅ヶ崎市･藤沢市･寒川町）で広域の文化交流
事業を実施。
①2市1町美術展「絵はがきになった湘南の風景」
期間：平成27年12月6日（日）～平成28年1月31日
（日）
会場：茅ヶ崎市美術館
来場者：3,606人
②いいね湘南！！ダンスパラダイス
開催日：1月24日（日）
会場：藤沢市民会館
参加者：360人　来場者：850人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ジュニア絵画展、書き初め大会事業を継続して開催し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

青年会議所、協働文化推進課と共に文化講演会を開催
した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

文化、芸術振興事業として、合唱祭、音楽祭、ダンス
フェスティバル、クリスマスコンサート、ふれあいコ
ンサートを開催した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公民館まつりを開催しました。２月２０・２１日南部
公民館、２月２７・２８日町民センター、３月５・６
日北部公民館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

69 町史の編さん

寒川町史研究第28号、報告書21集、文書館だより18
号・19号、年報第８号、絵はがき集６と、６点の刊行
物を発行した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

70
文書館における展
示

企画展４回、ミニ展示２回、図書館ミニ展１回を開催
した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

71
文化財説明板の設
置

新規設置無し
既存看板の修繕のため補助金支出

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

72
文化財刊行物の発
行

「寒川の文化財」等の販売　22冊
寒川町埋蔵文化財調査報告書第10集を300部刊行、各所
へ配布

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

73
文化財学習セン
ター事業の実施

常設展示、企画展2回、講座1回、教室2回、遺跡発表講演会1
回の実施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業

68
公民館まつりや文
化・芸術振興事業
の開催

２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

2

文化財等の保全・
公開や情報提供の
充実

貴重な文化財を後世に引継ぐ
ために保全をするとともに、
資料の作成等により、町の歴
史や文化財について、町民に
その大切さを認識していただ
き、学習意欲を高めてもらう
よう、情報提供に努めます。

1

文化・芸術に関す
るイベントや講座
の充実

文化・芸術活動に参加できる
イベントや講座等を充実し、
広く参加をもとめていきま
す。
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幼 青 成 高
全体的には前年度より参加・見学者
数が減少したものの、一部の団体は
イベント周知に力を入れたことで参
加・見学者数が増加した。来年度は
すべての団体に対して、イベントの
集客につながる取り組みを促す必要
がある。

○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町民の自主的な創作･発表や鑑賞をとおし
て町民相互の交流を深め、町民文化活動の
振興を図り、町民文化の向上に期すること
が出来たため。 協働文化推進課

生活圏を共にする藤沢市、茅ヶ崎市
の文化団体との交流を深め、地域の
文化活動振興を図ることができた。
2市1町の風景を切りとった絵はがき
の展覧会を実施し、地域の文化を顕
彰することが出来た。
ダンス事業は参加者、来場者ともに
アンケート等で好評を得た。

○ ○ →

町民・藤沢市
民・茅ヶ崎市
民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

事業を継続して行ったことで、生活圏を共
にする藤沢市、茅ヶ崎市の文化団体との交
流を深め、地域の文化活動振興を図ること
ができたため。

協働文化推進課

小中学校併せて１８２４人の参加が
あった。

○

小・中学生 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

学校と連携した事業なので今後も継続して
いく。

３２９人の参加があった。キャパ８
５０人のホールなので、参加者増を
進める。 ○ ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

幅広い年齢層の参加を求め、町、青年会議
所だけでなく、小中学校にも参加を求めて
いく。

公民館サークルの横のつながりを作
ることができた。

○ ○ ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

１市１町、２市１町へ参加者を広げていき
たい。

日ごろ公民館を利用しているサーク
ルの作品展示やステージ発表、模擬
店出店など地域の交流の場として開
催しました。より多くの地域住民の
参加促進が課題です。

○ ○ ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

日ごろ公民館を利用しているサークルの作
品展示やステージ発表、模擬店出店など地
域の交流の場として開催し、サークルのPR
も行う事ができた。

資料の調査研究の成果等様々な情報
を提供できた。

○ ○ →

乳幼児を除く
全ての町民・
町の歴史に関
心のある町外
の人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

年間に数点ずつの刊行物を発行し、資料の
調査研究の成果を町民にわかりやすく還元
することができた。 総　務　課

（文書館）

文書館の資料や役割を広く知ってい
ただくことができた。

○ ○ →

乳幼児を除く
全ての町民・
町の歴史、地
理、民族など
に関心のある
町外の人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

企画展、ミニ展示のほか、図書館の雑誌
コーナーを活用した図書展示も開催し、文
書館所蔵資料への興味を引き出す取り組み
を行うことができた。

総　務　課
（文書館）

新規の設置は無いが、数年ぶりに修
復を補助金を交付することで実施で
きた。今後も新規設置より既存の説
明板の修繕が急務と思われる。

○ ○ →

町民・観光客 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5年間に新規の設置は無く、一件しか修繕
できなかったため。

教育総務課

報告書を予定どおり刊行、配布。
「寒川の文化財」の販売数もほぼ例
年並み ○ ○ →

町民・観光客 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5年間で3冊の調査報告書を刊行。「寒川の
文化財」は観光協会でも販売されるように
なり、販売の幅が広がったため。 教育総務課

本年度は初めてボランティアの方と
協働で展示を実施、また遺跡関連の
発表・展示は神奈川県、かながわ考
古学財団との3者共催で実施できた。

○ ○ ○

町民・観光客 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

関係団体等との連携や、協働実施なと新た
な事業が実施できたが、入館者数の増加に
至らなかったため。 教育総務課

公　民　館

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
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②文化・芸術活動の促進 　　

74
広報紙等への掲載
の協力

町文化団体等が実施する展示会、発表会、講座などの
情報を町広報紙に掲載して周知できるよう随時協力し
た。また、チラシ、ポスターなどの配架、掲示に協力
した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公民館まつりを開催しました。２月２０・２１日南部
公民館、２月２７・２８日町民センター、３月５・６
日北部公民館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

団体への施設の提供を継続して行った。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

76
寒川町文化連盟へ
の補助金支出

寒川町文化連盟への補助金を支出し、文化連盟及び加
盟する文化団体の活動を支援した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

77
公民館サークル活
動等の支援

サークルや一般団体の日常の活動の場を随時提供しま
した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

郷土芸能の保存と
後継者の育成支援

地域に残る郷土芸能の保存・
継承のため、団体活動を支援
します。 78 保存団体への支援

祭ばやし保存会連合会への補助を実施 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

伝統文化の継承支
援

古くから受け継がれてきた家
庭の伝統行事が薄れつつある
ことから、四季折々の伝統行
事を紹介し、家庭の伝統文化
の大切さと知識を身につけて
もらう。

79
家庭の伝統文化の
推進

廃止 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

２　情報化
①情報化について知り・学ぶ機会の充実

80
大学等との連携に
よる講座の開催

文教大学出張講座（2回連続講座）は「情報化」以外の
テーマで開催したため、実施なし。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

81
情報化に関する講
座等の開催

施設の面で、PCやプロジェクトターを使った技術習得
を目指した講座を開催できないため、廃止。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

2

ＩＴを利用した多
様な学習機会の提
供

インターネットを活用した情
報提供を検討します。

82
インターネットに
よる情報提供

図書館情報を図書館のホームページを活用して周知す
ると共に蔵書検索方法、メールアドレスやパスワード
の登録によるメールサービスの推進を図った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

83
パソコン等情報機
器の導入

小・中学校のＰＣ教室の活用促進 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

84
インターネット通
信環境の整備

中学校の校内ＬＡＮ活用促進 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②情報化の推進

1

公共施設の情報化
の推進

インターネットを活用した施
設予約システムの運用を継続
します。 85

公共施設予約シス
テムの運用

予約システムの稼働：365日 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

ＩＴ学習を支援す
る団体の育成・支
援

情報化社会に対応する学習を
支援する団体を育成・支援し
ます。 86

情報化社会に対応
する学習を支援す
る団体を育成

人材登録制度「ステップ・アップ」にパソコン操作指
導者として登録者はあるが、団体を育成するような働
きかけは行えなかった。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

2

文化団体等の活動
の支援

地域文化の振興及び継承がで
きるよう住民の主体的なサー
クル活動、団体活動等を支援
します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

1

住民の文化・芸術
活動への支援

住民の文化・芸術活動の活性
化を図るため、活動の場の提
供や交流機会の拡充、広報活
動等を支援します。

75
学習成果発表の場
の提供

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

1

情報化に関する学
習機会の充実

情報化についての技能習得が
図れるよう、日々進歩する情
報化について学習する機会を
提供します。

3

学校における情報
化教育の充実

児童・生徒がコンピューター
やインターネットを活用でき
るようにするとともに、情報
モラルの育成を図ります。

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

事業内容 目標に対する達成状況
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幼 青 成 高
文化団体等の活動を地域に周知し、
文化･芸術活動の振興を行った。

○ ○ →

広報を掲載依
頼する個人・
団体

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

文化団体等が行うイベントの周知の協力を
定期的に行い、地域の文化･芸術活動の振
興に繋がる支援が出来たため。 協働文化推進課

日ごろ公民館を利用しているサーク
ルの作品展示やステージ発表、模擬
店出店など地域の交流の場として開
催しました。より多くの地域住民の
参加促進が課題です。

○ ○ →

サークル及び
町民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

日ごろ公民館を利用しているサークルの作
品展示やステージ発表、模擬店出店など地
域の交流の場として開催し、サークルのPR
も行う事ができた。

展示室を使って展示発表の場とし
た。

○ ○ →

サークル及び
一般団体

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町外にも広く来館者を求めていきたい。

補助金の支出を通じて、団体活動を
支援することにより、町民の文化活
動の推進、地域の文化振興を図るこ
とができた。

○ ○ →

文化団体 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

寒川町文化連盟への補助金の支出を通じ
て、町民の文化活動の推進、地域の文化振
興に繋がる支援が出来たため。 協働文化推進課

団体利用として有効に施設利用の提
供ができました。新規の団体登録の
促進が課題です。 ○ →

サークル及び
一般団体

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

地域文化の振興及び継承ができるよう住民
の主体的なサークル活動、団体活動等を支
援する事ができた。 公　民　館

例年どおり補助金を交付。その他民
間の補助の情報提供にもつとめた。

○ ○ →

保存団体 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5年間支援を変わりなく実施。活動や加入
者数に大きな変動はなく一定の効果はある
と思われるため。 教育総務課

― ○ ○ ○ ○ ―

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない ― ―

幼 青 成 高
文教大学出張講座（２回連続講座）
は年間１講座しか開催していないた
め、同一のテーマで毎年開催するこ
とは難しい。

○ →

町内在住・在
勤・在学の者

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

平成23～27年に行った文教大学出張講座
（2回連続講座）は「情報化」以外のテー
マで開催したため、実施なし。 協働文化推進課

○ ○ ―

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

施設の面で、PCやプロジェクトターを使っ
た技術習得を目指した講座を開催できない
ため、２６年度より廃止。 公　民　館

図書館ホームページでの情報提供を
行った。ホームページや検索機の利
用も定着してきている。更なるメー
ルサービスの周知を図る事が課題で
ある。

○ ○ ○ →

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

多くの人がパスワード登録を行い予約や予
約連絡などのサービスを利用している。利
用者へも随時、説明を行うなどインター
ネットの活用も浸透してきている。

総合図書館

小中学校とも学年に応じた指導をお
こなっている。中学校ではＰＣ教室
活用が図らているが、小学校では、
学習指導のツールとしての積極的な
活用をはかっていく必要がある。

○

小・中学生 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

小・中学校のＰＣ教室の活用促進を図っ
た。

学校教育課

活用を推進していくにあたり、ＬＡ
Ｎにつながるパソコンの台数が十分
ではなく、活用状況に差がある。Eラ
イブラリ活用等、活用の仕方につい
て考えていきたい。

○

小・中学生 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

中学校の校内ＬＡＮ活用促進を図った。

学校教育課

幼 青 成 高
予約システムを３６５日稼働した。

○ ○ →

中学生以上 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

予約システムを稼働することで、施設の適
正な管理運営が出来た。

健康・スポーツ課

学習支援を行っている団体や指導で
きる人材の把握が必要なため、人材
登録制度のＰＲや生涯学習活動団体
の情報収集に努めたい。

○ ○

団体・グルー
プ

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

情報化社会に対応する学習を支援する団体
を育成するような働きかけは行えなかった
ため。 協働文化推進課

５年間の評価の理由 担当課

公　民　館

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価

２７年度事業報告

５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
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３　国際化
①国際化について知り・学ぶ機会の充実

87
国際交流を行って
いる団体の活動支
援

さむかわ国際交流協会の活動を支援した。
（日本語教室春シリーズ・秋シリーズ／ハロウィンプ
ログラム／ホームステイ受け入れ／日本語教室学習発
表会／茅ヶ崎寒川高校生英語スピーチコンテスト
等）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

88
大学等との連携に
よる講座の開催

文教大学出張講座（2回連続講座）は「国際化」以外の
テーマで開催したため、実施なし。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

88
－1

異文化交流 英会話講座（南部）、夏休み子ども向け英語講座(セン
ター)、英語であそぼう（北部）等を開催しました。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

外国籍住民への情
報提供・学習機会
の充実

外国人向けの学習相談体制を
整備します。

89
外国語情報資料の
整備

図書資料取り扱い業者などから外国語資料の収集のた
めの情報収集を行った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

90
英語指導助手の
小・中学校への派
遣

小学校外国語活動、中学校英語科の授業における積極
的な活用
AET timesの発行
公民館主催の英会話教室等へのAETの派遣

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

91
外国語講座等の開
催

英会話講座（南部）、英語であそぼう（北部）、夏休
み子ども向け英語講座(センター)等を開催しました。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

1

国際交流団体への
支援

国際交流を行っている団体の
活動を支援します。

92

国際交流を行って
いる団体の活動支
援

さむかわ国際交流協会の活動を支援した。
（日本語教室春シリーズ・秋シリーズ／ハロウィンプ
ログラム／ホームステイ受け入れ／日本語教室学習発
表会／茅ヶ崎寒川高校生英語スピーチコンテスト
等）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

外国語学習を支援
する団体の育成・
支援

外国語を学習している団体の
活動を支援します。公民館に
おいて、外国語の学習してい
るサークル活動など支援しま
す。

93

外国語学習をする
団体の支援

国際交流協会を通じ、日本語教室を開催。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

1

国際理解教育の推
進

地球市民として平和な世界を
創ろうとする態度を培うた
め、世界各国の社会の動きや
外国の生活・文化・歴史など
を学ぶ機会の充実を図りま
す。

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

3

外国語学習機会の
充実

学校、公民館などにおいて、外
国語学習の機会を充実しま
す。

②国際化の促進

事業内容 目標に対する達成状況
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幼 青 成 高
町民の国際理解、国際交流の機会及
び活動を支援することができた。ま
た、日本語教室を開催してもらうこ
とで、日本語による意思疎通が難し
い外国籍住民の支援にも繋げること
が出来た。

○ ○ →

日本語を学び
たい外国籍住
民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

さむかわ国際交流協会の活動を継続的に支
援したことで、町民に対して国際理解、国
際交流の機会を提供することが出来た。

協働文化推進課

文教大学出張講座（２回連続講座）
は年間１講座しか開催していないた
め、同一のテーマで毎年開催するこ
とは難しい。

○ →

一般成人 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

平成23～27年に行った文教大学出張講座
（2回連続講座）は「国際化」以外のテー
マで開催したため、実施なし。 協働文化推進課

AETとともに英会話集中講座を開催し
た。タイ料理や文化を学んだ。（南
部）、

○

町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

多くの町民に異文化に触れる機会を提供す
ることが出来た。

公　民　館

図書資料取り扱い業者などから情報
収集を行ったが、購入計画の策定に
は至らなかった。 ○ ○ ○ →

図書館利用者
全て

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

外国語資料の情報収集は行ったが、具体的
な購入計画策定には至らなかった。

総合図書館

各学校、中学校ともに積極的な活用
ができ、児童生徒の英語学習の意欲
向上をはかることができた。
AETtimes発行は中学校生徒のコミュ
ニケーション活動に役立つ記事、内
容を企画した。
公民館の英会話教室等への派遣では
参加者に有意義な研修となった。

○

小・中学生 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

小中学校への派遣に関しては、この五年間
で、シフトの見直しや年間計画の工夫によ
り、フル活用できる体制づくりができた。
　また、AETの存在は、英語を通しての小
中への連携にも大変役立ったものとなって
いる。
　ただし、２０２０年（前倒しも有り）か
ら小学校３，４年生で始まる外国語活動に
対応するためには現在の派遣体制では実施
できないため、今後の大きな課題となる。

学校教育課

AETとともに青少年に対し、英語に触
れる機会を作ることができました。
課題としては夏休みだけでなく、継
続的に進めていくための手立てを考
える必要があります。

○

町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

英会話教室（南部）からサークルが立ち上
がるなど目標を達成することが出来た。

公　民　館

幼 青 成 高
町民の国際理解、国際交流の機会及
び活動を支援することができた。ま
た、日本語教室を開催してもらうこ
とで、日本語による意思疎通が難し
い外国籍住民の支援にも繋げること
が出来た。

○ ○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

さむかわ国際交流協会の活動を継続的に支
援したことで、町民に対して国際理解、国
際交流の機会を提供することが出来た。

協働文化推進課

ボランティアによる日本語教室の場
を提供した。

○ ○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ボランティア講師の都合から少人数制なの
で、今後は拡大していく。

公　民　館

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
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４　スポーツ
①スポーツについて知り、学ぶ機会の充実

1

スポーツに関する
情報提供・相談体
制の充実

主体的にスポーツ活動に取り
組めるよう情報提供の充実を
図り、気軽に相談できる体制
をつくります。

94
総合型地域スポー
ツクラブとの連携

スポーツクラブが実施する事業を寒川町が後援し、広
報等で情報提供した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

95
各種スポーツ教室
の開催

●テニス教室開催：3回
●卓球教室開催：1回
●弓道教室開催：1回
●ボルダリング教室開催：1回
●フライングディスク教室：6回

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

96
ニュースポーツの
普及

●ニュースポーツ講習会の開催：３回
●団体の要請に応えて、出前講座の実施：随時

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

97
スポーツイベント
の充実

●体育の日に「さむかわスポーツデイ」を開催
●9月6日にレクリエーションフェスティバルを開催
●11月8日に武道フェスティバルを開催

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②スポーツ活動の促進

1

住民が主体となっ
たスポーツ活動の
支援

いつでも、どこでも、だれも
ができるスポーツの普及に努
めます。 98

総合型地域スポー
ツクラブの設置、
運営支援

●事業実施場所の確保
●実施事業の広報等への掲載

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

スポーツ団体等の
活動の支援

スポーツ団体の運営支援とス
ポーツ団体が実施する大会会
場等の協力をします。 99

スポーツ団体の育
成

●事業費補助：体育協会19団体
　レクリエーション協会8団体
●各団体実施事業開催支援

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

100

高齢者スポーツ大会
10月16日（金）青少年広場にて開催
グラウンドゴルフ・ゲートボール・ターゲットバード
ゴルフ・ペタンクの４種目
参加者147人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

101

●スポーツ推進委員によるウォーキング開催とニュー
スポーツの指導

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

102
障害者向けスポー
ツの普及

障がい者スポーツ（卓球・サウンドテーブルテニス）
教室の開催（年10回）
第1回（全5回）：6/11､6/18､6/25､7/2､7/9
第2回（全5回）：2/4､2/10､2/18､2/25､3/3
延べ183名参加（第1回=114名、第2回=69名）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

103

①県スポーツ大会（年６回）
●ボウリング・アーチェリー競技会 4月5日 7名参加
●フライングディスク競技会　4月19日 9名参加
●陸上競技会　5月10、17日 11名参加
●水泳競技会　７月5日 参加者なし
●卓球・ＳＴＴ競技会　7月12日 18名
②湘南地区障害者卓球大会（年1回）3月5日 15名参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

104

●障がい者に対する全国大会等出場交付金の交付
●さむかわスポーツデイ等、既存のスポーツイベント
に障がい者向けのスポーツを取り入れた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5

スポーツ指導者の
育成・支援

スポーツ活動を支援する体育
指導員の技量向上を図りま
す。

105

スポーツ推進委員
によるスポーツ活
動の支援
ボランティアの養
成

●自主研修会の実施
●湘南地区合同研修会参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

スポーツイベント
や教室への参加機
会の充実

町民のニーズにあった教室や
イベントなどを開催します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

3

高齢者のスポーツ
活動の支援

老連へ委託しての高齢者ス
ポーツ大会の実施と、老連が
行っている各種スポーツ教室
への支援を通じて、高齢者の
健康づくりと生きがいづくり
を推進していきます。 高齢者向けスポー

ツの普及

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

4

障害者のスポーツ
活動の支援

障害者の身心機能の向上と社
会参加を目的としてスポーツ
教室の開催と県スポーツ大会
に参加支援していきます。

スポーツ大会への
参加支援
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幼 青 成 高
スポーツクラブが実施する事業を広
報等で情報提供した。

○ ○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

広報等を活用することにより、スポーツク
ラブの実施事業へ多くの方が参加していた
だくことが出来た。 健康・スポーツ課

教室により参加者が多く集まるもの
と集まらないものがある。今後、参
加者の少ない教室については、周
知・啓発の充実が必要である。

○ ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年、各種スポーツ教室を実施し、スポー
ツの推進につなげることが出来ている。

健康・スポーツ課

老人クラブ連合会からの依頼によ
り、３回開催し、多くの方が参加し
好評であった。 ○ ○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

まだまだ認知度が少ないニュースポーツの
普及ができた。

健康・スポーツ課

さむかわスポーツデイ（２日間）に
おいて1,500人を越える参加実績が
あった。今後についても各事業の周
知・啓発を充実し、更なる参加者数
の増加に努めます。

○ ○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各事業において毎年、参加者数を増やすこ
とが出来ており、充実したイベントが開催
できた。

健康・スポーツ課

幼 青 成 高
事業実施場所の確保、実施事業の広
報等への掲載を実施。

○ ○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

総合型スポーツクラブと連携し、運営の支
援及びスポーツ活動の普及が出来た。

健康・スポーツ課

運営費補助（体育協会、レクリエー
ション協会へ運営費の補助）を実
施。また、各団体実施事業開催の支
援を実施。

○ ○ ○ →

体育協会・レ
ク協会・ス
ポーツ少年団

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各団体と連携し、各協会の運営支援ができ
た。

健康・スポーツ課

老人クラブ連合会を主体として、高
齢者が親しみやすいスポーツ大会を
開催することで、高齢者の健康維
持・増進、社会参加の推進を図るこ
とが出来た。参加者がやや固定しつ
つあることが課題。

○

６０歳以上 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

老人クラブ連合会を主体とした、高齢者が
集うスポーツ大会を定例的に開催すること
で、高齢者の社会参加の機会提供を行うこ
とができた。 高齢介護課

老人クラブ連合会への３回のニュー
スポーツ講習会の開催及び里山公園
までの健康ウオーキングを開催し、
参加者から好評であった。

○

６０歳以上 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

高齢者の健康づくりと生きがいづくりの推
進に役立てることが出来た。

健康・スポーツ課

障がい者スポーツ教室（卓球・サウ
ンドテーブルテニス）の開催を通じ
て、健康維持、体力向上、さまざま
な障がいのある参加者同士の交流の
促進を図ることができた。

○ ○ ○

青年期から高
齢期までの障
害者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

参加者は増加傾向にあり、より多くの障が
い者の健康維持、体力向上、さまざまな障
がいのある参加者同士の交流の促進を図る
ことができた。

福　祉　課

各障害者スポーツ大会への参加を通
じて、健康維持、体力向上、また町
民の交流だけに留まらず、他市町村
の参加者とも広く交流が図られ、参
加者同士の親睦や交流を促進するこ
とができた。

○ ○ ○

青年期から高
齢期までの障
害者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

参加者は増加傾向にあり、より多くの障が
い者の健康維持、体力向上、さまざまな障
がいのある参加者同士の交流を促進を図る
ことができた。

福　祉　課

障がい者も参加する可能な「フライ
ングディスク教室」を開催し、好評
であった。

○ ○ ○

青年期から高
齢期までの障
害者

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

「フライングディスク教室」の開催は好評
であっが、今後、より多くの方が参加出来
るイベントの企画が必要である。

健康・スポーツ課

自主研修会の実施及び湘南ブロック
研修会に参加し、スポーツ推進委員
の技量向上及び茅ヶ崎市スポーツ推
進委員等との交流が図れた。 ○ →

町民や各種団
体

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

研修を実施したことで、ニュースポーツの
普及やスポーツに関する知識の習得に役立
てることが出来た。

健康・スポーツ課

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告

５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価
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５　健康・福祉
①健康・福祉について知り・学ぶ機会の充実

106
各種健康教室の実
施

健康づくり体操の日（原則毎月第２水曜日と第４木曜
日実施。年間1８回）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

107
健康に関する講座
等の開催

年齢層別にそれぞれのライフステージにあった健康づ
くりにつながる講座を開催した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

107
-1

チャレンジデーの
実施

★5月の最終水曜日(5/27)に15分以上継続して運動する
ことを奨励し、国内同規模の自治体と参加率を競っ
た。自宅での個人参加や体育館等で各種運動体験イベ
ントを企画し、参加を募った。
親子体操、ベビービクス、卓球、テニス、サッカー、
ラジオ体操、wakuwaku体操

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

108
各種栄養教室の実
施

ライフステージ別料理教室　５月～３月　全５回　１
２８人
コツコツ教室を年間２回実施　１５５人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

109
大学等との連携に
よる講座の開催

文教大学出張講座（2回連続講座）は「健康･福祉」以
外のテーマで開催したため、実施なし。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

110
福祉に関する学習
講座の開催

小中学校福祉協力校助成事業を継続し、町内の小中学
生へ福祉を育む学びの場をつくる。
●寒川小学校４年生１０３名、全３回①目が不自由な
方の話②点字体験③耳が不自由な方の話
●一之宮小学校４年生６０名、全２回①車いす体験②
耳が不自由な方の話
●旭小学校６年生１１３名、全３回①耳が不自由な方
の話②障がい者スポーツローリングバレーボール
●小谷小学校４年生７１名、全４回①車いす体験②耳
が不自由な方の話③アイマスク体験・目が不自由な方
の話④点字体験
●南小学校４年生８３名、全１回①点字体験、５年生
９８名、全２回①アイマスク体験・目が不自由な方の
話②車いす体験
●寒川中学校　生徒１００名他教員、地域住民、全１
回①ルワンダで義足支援を２０年間続けている方の話
●旭が丘中学校１年生２０４名、全１回①初めての傾
聴（傾聴について学ぶ）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

第６回　寒川町ふれあい福祉フェスティバル
●出店団体：３５団体
●来場者数：４５００人
●出展者会議：３回
●企画運営委員会：６回

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

２月２０日　地域福祉フォーラム２０１６（町、茅ヶ
崎保健福祉事務所、寒川町社協の三者共催）　　「気
になる人を“つなぐ”ために　～つながりのきっかけ
は「聞き上手」～」　　　　　　　　　　講師：湘南
精神保健福祉事務所　所長　長見英知氏
８８名参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

８月１日　障がい者スポーツ体験会
寒川総合体育館にて
サウンドテーブルテニス（講師：寒川ＳＴＴクラ
ブ）、フライングディスク（講師：ビバ寒川ＦＤ）、
ローリングバレーボール（講師：ＲＶＣサムライ寒
川）を体験
参加者５０名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

2

食（栄養・食育）
についての意識啓
発、学習機会の充
実

健全な食生活の実践に向け、
食についての意識を高めるた
め学習機会を提供します。

3

福祉活動、ボラン
ティア活動などに
ついての意識啓
発、学習機会の充
実

住民が主体となった福祉活
動・ボランティア活動に、参
加、体験ができるよう、必要
な教室開催等を行います。

111
福祉に関するイベ

ントの開催

健康についての意
識啓発、学習機会
の充実

自らの健康は自らが守れるよ
う健康に関する住民への学習
の機会を充実します。

1
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幼 青 成 高
ボランティア＋住民　1,195人参加

○ →

寒川町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

定期的に開催し、住民が自ら参加できてい
る。

健康・スポーツ課

年齢層別に健康に関する事業を行う
事ができた。

○ →

町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

多くの町民に参加し、健康づくりに貢献で
きた。

公　民　館

参加者数14,915人　参加率31.0％
目標としていた参加率30以上は達成
し、身体を動かすことのきっかけづ
くりとなった。
初めての開催で、住民へ周知は十分
ではなかった。

○ ○ ○ ○

町内で運動を
実施すること
の出来るすべ
ての方

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

自ら身体を動かすこと、また町全体のきず
なづくりの基盤となった。

健康・スポーツ課

ライフステージ別料理教室において
申し込み人数は達していたが、キャ
ンセルや当日欠席で予定人数に達し
ていなかった。
コツコツ教室は、骨密度測定の要望
が高いため、２７年度初めて１日実
施した。

○ ○ ○ ○

寒川町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各年代に合わせた調理実習と講義で、日頃
の食事を見直すきっかけとなった。
コツコツ教室では、骨密度と食事や運動に
ついて周知できた。 健康・スポーツ課

文教大学出張講座（２回連続講座）
は年間１講座しか開催していないた
め、同一のテーマで毎年開催するこ
とは難しい。

○ →

一般成人 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

平成23～27年に行った文教大学出張講座
（2回連続講座）は「健康･福祉」以外の
テーマで開催したため、実施なし。 協働文化推進課

小中学校福祉協力校助成および学校
との連携。各種プログラムを効果的
に実施し子どもたちの学びを深め
た。助成金交付の支援だけでなく、
福祉教育活動への協力・地域団体や
個人との調整も積極的に行い、子ど
もたちに思いやりや助けあいの心を
育むことができた。新たなプログラ
ムとして「傾聴」についても実施す
ることができ、今後の実施方法につ
いて、傾聴ボランティアグループ
「かたらいの会」と連携して取り組
んでいく。全７校で１８プログラ
ム、のべ１６９９名が参加。

○ ○ ○

町内の小中学
校、地域の方

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町内全ての小中学校を福祉協力校と位置付
けることとしたため、現時点での小中学校
数８校への助成を行うことができた。また
助成のみならず、各学校との連携の中で、
何度も打合せを積み重ねながら、教師へも
福祉活動の理解を深め、子ども達への福祉
教育をより発展的に行うことができた。学
校も時期によっては予定されていた福祉体
験を実施できない場合があるので、社協も
時期や内容を調整して開催へ向けた支援を
行っていく。 福　祉　課

（社協）

誰もが気軽に集い、福祉に関する催し物
や模擬店を通じて、交流や体験の場を提
供した。地域の中で繋がりが生まれ、福
祉への関心と理解、自らが地域の一員と
して関わっていく心を育むことができ
た。

○ ○ ○ ○

地域の方、近
隣地域も含め
た来場者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

開催目的である、誰もが気軽に集い、催し
物や模擬店を通じて福祉への理解と町内で
福祉活動をしている団体の周知を回を重ね
るごとに行うことができている。

福　祉　課
（社協）

内容としては参加者から好評を得た。内
容をきっかけに地域の繋がりを深める一
助になったと思われる。つながりをつく
るためのきっかけとして「傾聴」をテー
マとして具体的な方法を学ぶことによ
り、地域の担い手を増やす一助となっ
た。

○ ○ ○ ○

地域の方 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町、町社協、茅ヶ崎保健福祉事務所の三者
共催事業として、年１回ではあるが地域福
祉の推進、啓発の場として定着してきた
が、新たな活動の立ち上げや担い手発掘・
育成までは至らなかった思われる。

福　祉　課
（社協）

障がい者理解、福祉について考える
機会となった。また夏休み期間中の
開催で子どもの参加もあり、福祉の
若い芽の育成にも繋がった。いずれ
の種目も町内でそのスポーツを普及
している団体に講師としてご協力い
ただける状況であることは心強いこ
と。

○ ○ ○

地域の方 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

平成２５年度からの新規事業。「ともしび運動
福祉推進委員会」と町社協が一緒に取り組ん
だ。ともしび運動は「ともに生きる福祉社会づ
くり」を目指した県民運動で、すべての人たち
がお互いに理解し、ともに手をたずさえて歩む
ことができる社会をつくることを理念としてい
る。障がいのある方とスポーツを通じ交流する
ことは、それらを実践する効果的な手法であ
る。障がい者スポーツで見事なプレーを見せる
障がい者に、関心と感心と応援が生まれる、そ
して参加者自身もどうすればうまくいくのか、
見本を見たり、会話をしながら取り組む、自然
発生的に他者への理解が生まれる。こういった
場を新たにつくった意義は大きい。

福　祉　課
（社協）

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
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H27年度：認知症サポーター養成講座12回開催
参加者：689名（合計）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

健康トレーニング教室を開催6～7月、8～9月､10～11
月､12～1月、2～3月（全8回×5クール）
延べ参加者数：636人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

113
国民健康保険制度
に関する啓発、学
習機会の充実

１月１１日開催の成人式において、参加者３４３名に
パンフレットを配布しエイズ予防に関する啓発を実施
した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

114
国民年金制度に関
する啓発、学習機
会の充実

１月１１日開催の成人式において、参加者３４３名に
国民年金制度に関する啓発を実施した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②健康・福祉の活動の促進

1

健康づくり活動の
支援

自らの健康は自らが守れるよ
う、各種の健康づくりの講座
を開催します。

115
健康づくり（運
動、休養、栄養）
講座

●ヨガセミナー（２日×２コース）191人
●健康普及講座（２日×２コース）135人
●ロコモティブシンドローム予防講座（１回）40人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

食（栄養・食育）
に関する活動の支
援

食生活改善推進員の活動をは
じめとした食に関する住民が
主体となった活動を支援しま
す。また、人材の育成を支援
します。

116
食生活改善推進員
活動の支援

食生活改善推進員養成講座（１０日×１コース） ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

117
福祉ボランティア
活動への支援

「寒川!ボランティア大作戦」と銘打って、１０月～１１月を
ボランティア活動のＰＲ強化月間に設定。その間に、「寒
川！ボランティア学びあい講座」を実施。全１０回のプログ
ラムに延べ１３８名が参加し、地域密着の講師陣２２名にご
協力いただいた。全１０回のプログラム①寒川町のボラン
ティア情報②保育（子育て事情、保育のアドバイス）③高齢
者（高齢に伴う身体の衰えと接し方のポイント）④認知症
（認知症を知り、支え合うために）⑤⑥障がい者（障がいの
ある方が抱える状況を知る、知的障がいを知る、精神障がい
を知る、発達障がいを知る）⑦寒川町の福祉情報⑧精神障が
いのあるご本人の声を聞き、仲間で支えあう「ピアサポー
ター」⑨寄り添うこと…悩みを抱えた人とのコミュニケー
ション（町自殺対策講演会と共催）⑩出発！ボランティア体
験談で交流。
また、「寒川！ボランティア体験」として、地域のボラン
ティアグループでの活動見学や体験などを行った。
ボランティア情報交換会　５月１３日、１１月２６日　のべ
４名が参加。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

118
運動ボランティア
養成講座

健康運動ボランティア育成セミナー（２日×１コー
ス）41人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

119
ブックスタートボ
ランティア活動支
援

ブックスタート月1回378人
ボランティア会議年1回20人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

社会保障制度につ
いての意識啓発、
学習機会の充実

様々な情報媒体や説明会等を
通じて社会保障制度について
の意識啓発、学習機会の充実
を図り、適切な利用を促して
いきます。

112
介護保険制度に関
する啓発、学習機
会の充実

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

3

福祉活動、ボラン
ティア活動などの
支援

住民が主体となった福祉活
動、ボランティア活動、健康
づくり活動を支援するため、
必要な教室開催等を行いま
す。

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告
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幼 青 成 高
自治会や中学校等で、認知症サポー
ター養成講座を開催することで、参
加者に対して認知症に対する正しい
知識を提供することができた。

○ ○ ○

町内在住・在
勤・在学の方

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

認知症施策としても挙げられている認知症
サポーター養成講座を開催することで、地
域に対して正しい認知症の知識や理解を広
めることが出来ている。

人気の高い介護予防プログラムであ
り、今後も地域の介護予防施策とし
て継続的に実施していく。 ○

町内在住の65
歳以上の方

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

介護予防事業として健康トレーニング教室
を実施することで、認知症予防に対する知
識や理解を広めることが出来ている。

感染防止に関する正しい知識を身に
つけ、正しい行動をとるよう啓発が
できた。 ○ ○ →

成人式出席者 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年多くの参加者にエイズ予防に関する啓
発を行うことができた。

保険年金課

国民年金制度に関する啓発を行うこ
とができた。

○ ○ →

成人式出席者 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年多くの参加者に国民年金制度に関する
啓発を行うことができた。

保険年金課

幼 青 成 高
どの講座も高評価であった。
長年実施してきたヨガセミナーは、
本講座受講者が自主サークルを立ち
上げ、継続的に活動をしている。公
民館でも実施できる講座は、終了含
め検討する必要があると考える。

○ →

寒川町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

健康普及講座は、リンパマッサージなど毎
年ニーズに合わせた講座を検討し、受講者
数を伸ばした。

健康・スポーツ課

10人が養成講座に参加。
修了者の内7人が食生活改善推進員と
して活動することとなった。

○ →

寒川町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

栄養・食事について、学ぶとともに、得た
知識を活かして、地域に根ざした活動を継
続できている。

健康・スポーツ課

寒川！ボランティア学びあい講座
は、ボランティア活動を始めるきっ
かけとして、ボランティア活動のス
キルアップを目的として、幅広いプ
ログラムを用意した。結果、参加者
からは充実した内容への満足の声と
参加者同士の交流、早速ボランティ
ア登録や活動を開始する方、社協ボ
ランティアセンターへの来所や電話
の増加と、成果を実感した。また、
講師陣を地域密着でお願いしたこと
もとても反響があり、「寒川町の状
況がよく分かった」「身近なところ
から協力していきたい」と、新たな
地域活動への参加につながった。今
後、周知を強化して、もっとたくさ
んの受講者を期待したい。
ボランティア情報交換会はボラン
ティア同士の交流の場でもあり、こ
こで出会ったボランティア同士が新
たな活動のきかっけを得ることもし
ばしば。楽しい雰囲気づくりにつと
め、ボランティア活動を後押しして
いきたい。

○ ○ ○

地域の方 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

東日本大震災や複数の大規模災害があり、
そのたびに被災地での災害ボランティア活
動が注目され、人が集まり、という状況が
あったことは、結果として「ボランティ
ア」への関心を高めた。災害時のボラン
ティアだけでなく、日常の地域でのボラン
ティアの裾野を広げるべく、各種の講座等
を行い、内容によって参加人数にばらつき
はあるものの、普及啓発の役割は果たして
きた。（ボランティア入門講座、災害救援
ボランティアコーディネーター養成講座、
ボランティア勉強会、保育ボランティア講
座、送迎ボランティア講座（安全運転講習
会）等）

福　祉　課
（社協）

1年おきに養成と育成をしていて、今
年度は育成セミナーであった。養成
セミナー参加者は毎回少ない傾向の
ため、来年度は新規参加者を増やす
ことが課題。また、健康運動ボラン
ティアは高齢化しており、どのよう
にして若返りを図るかも今後の課
題。

○ ○ ○

健康運動ボラ
ンティア

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

運動ボランティアとしての知識を得なが
ら、各種イベントの体操指導の活動を継続
できている。

健康・スポーツ課

生後7か月児の９０％に絵本の配布
と、読み聞かせができている。絵本
を通じての母子の交流がなされてき
ている。読み聞かせボランティア増
加が課題。

○ ○

乳幼児、保護
者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ボランティア会議を年1回開催し、読み聞
かせの知識を得るとともに、月1回の7か月
相談で読み聞かせを実施し、母子のふれあ
いの機会を作っている。 健康・スポーツ課

高齢介護課

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告
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６　環境
①環境について知り・学ぶ機会の充実

1

寒川町環境基本計
画・環境行動指針
についての周知

環境報告書の作成・公表や、
インターネットによる環境情
報の公表などにより、環境基
本計画や環境行動指針をより
多くの方に、周知することを
目指します。

120
環境情報の提供事
業

●環境報告書の作成・公表
●報告書の概要版である「さむかわの環境の概要」今
後も作成し、町の状況を多くの方に知ってもらった。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

環境情報の収集と
公表

環境報告書や、インターネッ
トなどより環境情報を分かり
やすく公表し、かつ内容を充
実することにより、より多く
の方が手軽に環境情報を入手
できるようにすることを目指
します。 121

環境情報の提供事
業

●分かりやすいホームページの作成を心掛けた。
●環境コーナーの設置を継続。
・生物多様性に関するパネル展
　（総合体育館ロビー5/17）
・生物多様性展示（総合図書館5/1～5/31）
・温暖化防止月間図書コーナー（総合図書館）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

122

●環境フェスティバル　5月17日　約300人参加
●環境教室　5月16日　8人参加
●川の生き物調査隊　　8月1日　26人参加
●みんなで森を知ろう　7月31日 42人参加
●親子環境バスツアー　8月19日 10人参加
●環境保全研修会　1月28日　18社19人参加
●環境バスツアー　1月26日　36人参加
●野鳥観察会　2月6日　25人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

123

文教大学出張講座（2回連続講座）は「環境」以外の
テーマで開催したため、実施なし。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

124
環境に関する講座
等の開催

環境講座を開催した。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②環境活動の促進

125
行動指針（町民
編）の実践支援

●広報掲載と学習会等の開催。
（広報掲載39回、学習会等開催8回）
●第2次寒川町環境基本計画についてのお知らせ（概要
版）を転入者へ配布し、環境負荷低減を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

126
行動指針（事業者
編）の実践支援

●広報掲載と学習会等の開催。
（広報掲載39回、環境保全研修会1月28日18社19人参
加）
●第2次寒川町環境基本計画についてのお知らせ（概要
版）作成し、環境負荷低減を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

127
行動指針（行政
編）の実践

●寒川町地球温暖化対策実行計画（行政編）について
職員研修会などで周知し、効果的な取組を実施した。
●イントラ等で職員へ省エネ節電について周知し、環
境負荷低減を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

128
ごみ減量化推進事
業

●自治会等各種団体へごみの減量化説明会を開催し、
ごみの減量化への協力のお願い。生ごみ処理機の補助
やコンポスターやキエーロの斡旋販売について周知し
た。
●ニコニコリサイクルフリーマーケットを2回開催し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

129
資源ごみ分別推進
事業

●衛生指導員会議を開催し、資源物の分類についての
説明や、ごみの減量化、資源化等について周知を図っ
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

3

環境に関する学習
機会の充実

様々な体験を通して環境につ
いて学べるよう、学習機会を
充実するほか、住民との協
働・連携を図った学習機会の
創出を目指します。

環境教育・学習の
推進事業

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

1

寒川町環境行動指
針の実践

寒川環境町民会議などと連
携・協働し、環境行動指針
（町民編・事業者編）の実践
を目指します。また、行政編
については庁内の取り組みを
推進し、環境負荷低減を図り
ます。

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

2

資源循環型社会の
構築に向けた取組
みの促進

住民の協力のもとに、ごみの
減量化、再利用に向けた事業
を推進します。
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幼 青 成 高
単なる報告書の公表では、見る人が
限られるため、簡潔で分かりやすい
概要版を配布することで多くの方に
周知を図れた。

○ ○ →
町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

目標に掲げた事業に加え、町民に親しみや
すいように環境報告書の概要版を作成する
など周知を図った。

環　境　課

昨年に引き続き、環境コーナーを３
箇所設置したので、多くの方に情報
を提供できた。
生物多様性展示を、フリーマーケッ
トと同時開催の環境フェスティバル
で実施する事で、多くの方に啓発す
ることができた。
多くの方が来場するニコニコフリー
マーケットに合わせて生物多様性に
関するパネル展を実施することで多
くの方に啓発することができた。

○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町が行う事業をツイッターで公表するなど
ホームページを活用するとともに、環境
コーナーやパネル展示を行うことで、イン
ターネットを利用する方にも利用しない方
にも周知を図った。

環　境　課

無料の講師派遣等を活用し、多くの
方に参加いただけるよう様々なテー
マで環境学習を実施した。
また、環境団体とも連携して実施で
きた。

○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

無料の講師派遣等を活用し、多くの方に参
加いただけるよう様々なテーマで環境学習
を実施した。
また、環境団体とも連携して実施できた。

環　境　課

文教大学出張講座（２回連続講座）
は年間１講座しか開催していないた
め、同一のテーマで毎年開催するこ
とは難しい。 ○ ○ →

一般成人 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

平成23～27年に行った文教大学出張講座
（2回連続講座）は「環境」以外のテーマ
で開催したため、実施なし。

協働文化推進課

環境学習施設を視察し、環境に関す
る知識が得られた。バス利用につい
て今後は検討を要する。

○ →

町内在住・在
勤・在学の者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

環境に関する知識の向上を図るためにも、
継続していきたいが、内容については検討
を要する。

公　民　館

幼 青 成 高
広報記事の掲載だけでなく、環境学
習の機会を多く設けることで環境行
動の実践に向けての啓発ができた。 ○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

広報記事の掲載だけでなく、環境学習の機
会を多く設けることで環境行動の実践に向
けての啓発ができた。 環　境　課

広報記事の掲載だけでなく、事業者
向けの環境学習の機会を設けること
で環境行動の実践に向けての啓発が
できた。

○ →

町内事業者 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

事業者向けの環境保全に関する研修会を毎
年内容を変更し実施した。

環　境　課

実行計画の報告書様式を、経過や状
況が図れる様式に変え、各課で省エ
ネルギーに取り組むことができた。

○

町職員
指定管理者施
設の職員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

温暖点検評価を行い、計画的に省エネ・節
電に取り組むことができた。寒川町地球温
暖化対策実行計画（行政編）では、基準年
（平成22年度）に対し、平成32年度まで毎
年1％ずつ削減することを目標としている
が、すでに平成32年度の目標値を達成して
いる。

環　境　課

フリーマーケットの開催、生ごみ処
理機の補助や斡旋、ごみの減量化に
関する説明などを通じて、ごみの減
量化、資源化の意識醸成が図られ
た。

○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

フリーマーケットの開催、自治会に出向い
て生ごみ処理機の補助や斡旋及びごみの減
量化に関する説明などを行い、ごみの減量
化、資源化の意識醸成が図られ、一人１日
あたりのごみ排出量が減少傾向にある。

環　境　課

衛生指導員会議を通じて、資源物の
分別や、ごみの減量化、資源化への
意識向上が図られた。 ○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

衛生指導員会議を通じて、資源物の分別
や、ごみの減量化、資源化への意識向上が
図られ、リサイクル率が上昇傾向にある。 環　境　課

５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告
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130
地球温暖化防止対
策の推進事業

●茅ヶ崎市、藤沢市と行う湘南エコウェーブの取組とし
て「省エネ・省資源行動及び緑の保全等による地球温暖
化防止に向けた取組の推進」をテーマとし、次のとおり
啓発を図った。
・みんなで森を知ろう　7月29日　42人参加
・親子環境バスツアー　8月19日　19人参加
・環境バスツアー　1月26日　36人参加
・温暖化防止月間街頭啓発　12月10日
・使用済みのインクカートリッジを回収する、「インク
カートリッジ里帰りプロジェクト」を継続し、リサイク
ルを図った。
●公共施設のみどりのカーテン設置　6箇所
●広報やＨＰ等で温暖化防止に関する啓発や情報提供・
温暖化防止に関する学習会を行った。
環境教室　5月17日　8人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

131
環境基本計画推進
事業

●第2次寒川町環境基本計画に基づき取り組みを進め
た。
●「平成26年度版環境報告書」を作成し公表した。
（各課各施設、町内小中学校、寒川高校、県施設等に
配布）
●報告書の概要版である、「さむかわの環境ってどー
なってるの」を作成し、町の状況を周知した。
●環境審議会2回開催した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

132
オゾン層の保護事
業　　（２３年度
まで）

●12月の温暖化防止月間を中心に、広報・ＨＰ・ポス
ター等の掲示による啓発及び情報提供を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

地域ぐるみの環境
美化運動の推進

133
まちぐるみ美化運
動等事業

年1回（7月5日）実施した。（2回目を11月に予定して
いたが雨天のため中止した）
自治会、協力団体、事業所などが参加し、町内全域の
ごみ拾いを行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

134 河川美化事業

相模川：5月31日に実施した。町民、事業所、協力団体、
学校などが参加し、相模川河川敷（神川橋下流）などで
ごみ拾いを行った。
目久尻川小出川：2月27日に自治会と町の共催で実施し
た。さむかわエコネット、事業所、協力団体、学校など
も参加し、目久尻川及び小出川でごみ拾いを行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4 135
住みよい環境を守
り育てる事業

5月17日にニコニコリサイクルフリーマーケットと環境
フェスティバルに合わせて、地域や学校、団体と一緒に
条例啓発キャンペーンを実施し、チラシ付きの物品を配
布した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条例
啓発ポスターを小中学生から募集し、選定された絵をポ
スターにして、町内の事業所、店舗、公共施設、学校な
どに掲示し条例の内容（ポイ捨てや落書きなどの禁止）
を啓発した。
また、12月頃にポスター展開催した。
随時マナー啓発看板を配布した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

136
寒川環境町民会議
との協働作業

第2次寒川町環境基本計画で掲げる望ましい環境像を実
現するため、環境に関する活動を実施する、さむかわ
エコネットに対して、交付金を交付する。
また、活動に対しても人的、物的支援をし、連携・協
働により環境活動の活発化を図った。
●クリーン作戦（ゴミ拾い）
　5回　延べ135人参加
●川の生き物調査隊　8月1日　26人参加
●野鳥観察会　2月6日　25人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

137
緑化活動団体育成
事業

緑化意識の高揚のため、引き続き川とのふれあい公園
に３４区画、２５名の方に花壇の貸し出しを行った。
（通年）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

4

住みよい環境を守り育てる町
づくり条例の主旨である、ポ
イ捨てや犬の糞放置、落書き
等住民生活への迷惑行為防止
に関わる周知啓発を行うとと
もに、一定の成果があるまち
ぐるみ美化運動や環境美化活
動、相模川美化キャンペーン
を推進し、目久尻川や小出川
の河川美化活動が広がるよう
自治会等団体の啓発や支援を
します。

3

省エネルギー、地
球温暖化対策等へ
の取組みの促進

環境行動指針の実践により、
環境負荷低減を図ります。

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

5

環境団体の育成・
活動促進

環境保全、緑化等にかかわる
住民の主体的な活動を支援
し、環境活動の活発化を目指
します。
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幼 青 成 高
昨年度に比べ広域で連携した温暖化
防止の取組が充実し、多くの方に温
暖化防止や省エネルギーについて啓
発できた。

○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

広域（藤沢市、茅ヶ崎市）で連携したバス
ツアー等を行うことで、町単独では困難な
事業を推進することができている。
また、新たなエネルギーとして注目されて
いる水素について、普及啓発に向けた準備
を進めるなど、社会情勢の動向に注視しな
がら、地球温暖化防止対策を推進してい
る。

環　境　課

環境報告書を作成すると共に、分か
りやすくまとめた概要版（さむかわ
の環境ってどーなってるの）を作成
し、町内の学校に配布する事で、若
い世代にも啓発できた。

○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年環境報告書を作成することで、関係課
等の環境に関する取組の推進を図るととも
に、報告書の概要版などで町の状況を多く
の方に周知した。

環　境　課

オゾン層の保護について広報やホー
ムページ等で啓発するとともに、オ
ゾン層保護につながる地球温暖化防
止に関する情報を広報やイベントな
どを通じて周知啓発した。

○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

オゾン層の保護について広報やホームペー
ジ等で啓発するとともに、オゾン層保護に
つながる地球温暖化防止に関する情報を広
報やイベントなどを通じて周知啓発した。 環　境　課

ツイッターも加え広く参加を呼びか
けており、今まで参加経験がない団
体が環境美化活動に参加した。

○ ○ ○ →

町民・町内事
業者・各種団
体

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ツイッターも加え広く参加を呼びかけてお
り、今まで参加経験がない団体が環境美化
活動に参加している。
また、平成23年度から事業所にも協力依頼
を開始したことにより事業所の協力を得る
ことができている。

環　境　課

気持ちよく散歩できる河川を目指し
て、河川美化の啓発や地域での自主
的なごみ拾いの輪が広がるように、
住民との協働で目久尻川・小出川の
河川美化キャンペーンを実施でき
た。参加者数は、前年度より増加し
た。

○ ○ ○ →

町民・町内事
業者・各種団
体

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町の財産である相模川、目久尻川、小出川
において、自治会、町民、事業所、協力団
体、学校等にご協力をいただきながら毎年
美化キャンペーンを実施し、多くのごみを
回収している。 環　境　課

条例啓発キャンペーンは、ニコニコ
リサイクルフリーマーケットと環境
フェスティバルに合わせて行うこと
により多くの人に啓発することがで
きた。

○ ○ ○ →

町民・町内事
業者・各種団
体

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ポイ捨て防止等のマナー啓発は継続して実
施することが重要であるが、多くの方がマ
ナーを向上していただけるように啓発を継
続して実施している。

環　境　課

環境を守る活動を会員が自ら考え、
自ら行動するなど自主的な活動が増
えた。また、会員数が増加した。

○ ○ →

町民・町内事
業者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

環境を守る活動を会員が自ら考え、自ら行
動するなど自主的な活動が増えてきてい
る。また、会員数が増加していることもあ
り、新たな取組を実施するなど環境活動が
活発になっている。

環　境　課

四季折々の花々で公園に潤いと安ら
ぎが生まれ、利用者の憩いの場と
なっている。
空きスペースの利用促進を図るが、
新規参入者はなかった。

○ →

緑化活動を推
進する団体

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

花壇利用者が減少し、空き花壇が増えてい
るが、継続利用者の努力により環境維持が
保たれている。

都市計画課

５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価
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138
緑化活動団体育成
事業

緑化意識の高揚のため、引き続き川とのふれあい公園
に３４区画、２５名の方に花壇の貸し出しを行った。
（通年）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

139
生け垣等緑化推進
事業

既存の生け垣の助成制度を検討し、みどりあふれる美
しい町並みや景観の形成、防災、防火のための緑化推
進を図った。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

140
緑のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ・緑
化ﾌｪｱの開催

引き続き秋の産業まつり開催時の「緑化フェア」にて
緑化の普及啓発を行った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

141
花植えボランティ
アの普及

26年度と同規模で実施
第1回：6月
第2回：11月

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

7

農業と住民のふれ
あいの創出

農業や緑化、環境保全などに
ついての理解を深めてもらえ
るよう、住民参加型の事業を
推進します。

142 家庭菜園事業

町内5ヵ所232区画の家庭菜園を町内在住者に貸し出し
をする。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

７　安全
①安全について知り・学ぶ機会の充実

143
総合防災訓練の実
施

大規模地震を想定して、町・防災関係団体・地域住民
が一体となった大規模地震発災対応型訓練を実施し
た。
　実施日：9月27日（日）　参加人数：803名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

144
防災に関する教室
の開催

自治会、関係団体等の要請を受けて実施した。
　実施日：11月28日　参加人数：28名
　　〃　： 2月21日　　 〃 　：46名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

145
自主防災訓練の実
施

自治会・自主防災組織における防災訓練を積極的に実
施した。
　実施時期：6～2月　計18回
　参加人数：のべ約1620名

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

146
火災・防災等に関
する教室の開催

中学生の職場体験2回14名、小学生や未就学児とその保
護者の消防署見学8回410名の参加申し込みがあった。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

防犯に関する情報
提供や学習機会の
充実

町民の防犯意識をより高める
ため、防犯講演会、防犯キャ
ンペーン等の充実を図りま
す。

147
防犯に関する講演
会の開催

防犯アドバイザーを活用して、警察署や防犯関係団体
との連携を強化しながら、地域･行政･警察が一体と
なって防犯活動を実施した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

148
交通安全教室の開
催

町内5小学校において、警察と連携し、自転車の乗り
方、道路の歩行訓練及びダミー人形による衝突実験を
実施した。
高齢者向けの交通安全講習を実施した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

149
交通安全キャン
ペーンの開催

春夏秋、年末をはじめ、行事のあるごとに機会をとら
え交通事故防止の啓発活動を実施した。

実施回数：6回

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

6

緑化の促進 緑化推進啓発事業を進め、住
民の協力のもと、生け垣や保
存樹林などにより、緑化を推
進します。また、緑化を推進
する団体を支援します

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

1

防災・火災予防に
関する情報や学習
機会の充実

町民の防災意識をより高める
ため、防災訓練、防災講演会
等の充実を図るとともに、自
治会や地域団体等の防災講座
や防災訓練等を積極的に実施
します。

3

交通安全に関する
情報や学習機会の
充実

町内の交通事故0（ゼロ）を目
指すため、町民に対する交通
安全教室や交通安全講座等の
充実を図るとともに、町内で
交通安全キャンペーンを実施
します。

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告
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幼 青 成 高
四季折々の花々で公園に潤いと安ら
ぎが生まれ、利用者の憩いの場と
なっている。
空きスペースの利用促進を図るが、
新規参入者はなかった。

○ →

緑化活動を推
進する団体

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

花壇利用者が減少し、空き花壇が増えてい
るが、継続利用者の努力により環境維持が
保たれている。

都市計画課

既存助成制度の課題として、内容が
近年の住宅事情に沿っていないため
か、利用者がなかった。見直し内容
の具体的な検討まで至らなかった。 ○ →

町内に住居を
有する者

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

既存制度の利用者がない状況の中、制度の
見直し等の検討に至らなかった。

都市計画課

小中学生による緑化推進ポスターコ
ンクールの優秀作品の展示
樹名板の作成
緑に関するアンケート調査など実施 ○ →

町民等 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

５年間の応募数に大きな変動はなく、毎年
約２００点の応募作品があるコンクールと
なっている。また、樹名板の作成について
は、小学生の参加により毎年５０枚程度製
作しており、小中学生へのみどりの普及啓
発が図れている。

都市計画課

『みんなで創る花の町寒川』と題
し、6月は78名、11月は雨の中45名の
町内の中学生、花ボランティアら参
加し、にマリーゴールド、パンジー
をそれぞれ３１５０本の花植えを
行った。

○ ○ ○ →

町民・町内事
業者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

Ｈ２３に比べ、参加者は減少傾向にある
が、中止となることなく、毎年２回実施さ
れてきた。

都市計画課

町内5カ所232区画の家庭菜園を町内
在住者に貸し出し、農作物を作る喜
びを感じ取ってもらった。 ○ →

町内在住者 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

一般町民の方々が土と親しむ場づくりを行
い、収穫する喜び等を通じて、農業に対す
る理解を深めてもらった。

農政課
(H27年度まで

産業振興課)

幼 青 成 高
各種訓練を通じ、町民の防災意識の
向上を図る亊が出来た。

○ ○ ○ →

町内自主防災
組織２３自治
会（町民）・
防災関係機
関・防災協力
機関

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年度、開催場所を変更しながら各回数百
名規模の参加者があり、多くの町民等に対
して防災意識の向上を図る亊が出来た。

危機管理課

防災意識に対する啓発を図る亊が出
来た。

○ ○ ○ →

町内自主防災
組織２３自治
会（町民）他

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年度、複数の自治会等から実施の依頼が
あり、防災意識の啓発を図る亊が出来た。

危機管理課

訓練内容や実施頻度について、各組
織により防災意識に差があるため、
引き続き意識の向上を図る啓発活動
が必要である。

○ ○ ○ →

町内自主防災
組織２３自治
会（町民）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年度20回程度開催しており、防災意識の
向上を図れているが、各組織による意識の
高低による差がある。

危機管理課

幼少期からの防災・火災予防に対し
意識の高揚が図れた。今後も継続し
て実施していくことが望ましい。

○ ○ ○ →

中学生・希望
する親子

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町内在住の生徒・児童から講習やイベント
の際に、過去に庁舎見学の経験があるとい
う声を聞くようになったことや、職場体験
を行ったことで消防職に就きたいと思うよ
うになったという職員がいるということが
示すようにこの事業は一定の成果を挙げて
いると思える。

予　防　課

犯罪件数は減少傾向にあるが、防犯
意識高揚のためには、継続的な啓発
活動と学習機会の提供が必要であ
る。

○ ○ ○ →

各自治会等

一般町民及び
近隣市民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

犯罪件数を減少させることができた。
２３年　５０２件
２７年　３９９件 協働文化推進課

交通事故件数は減少傾向にあるが、
交通安全の意識高揚を図るために、
継続的な啓発活動が必要である。

○ ○ ○ →

小学１年生・
小学３年生・
高齢者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

交通事故件数を減少させることができた。
２３年　２９０件
２７年　１６３件

協働文化推進課

交通事故件数は減少傾向にあるが交
通安全の意識高揚を図るために、継
続的な啓発活動が必要である。 ○ ○ ○ →

一般町民及び
近隣市民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

交通事故件数を減少させることができた。
２３年　２９０件
２７年　１６３件 協働文化推進課

担当課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告
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150
応急手当等に関す
る講習の開催

普通救命講習会及びＡＥＤ取扱い、三角巾等の応急手
当訓練を76回2,679名に対し実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

151
指導者講習会の開
催

平成２６年度より廃止。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5

薬害等に関する情
報提供や学習機会
の充実

青少年健全育成のため、保護
者を巻き込んだ活動になるよ
う広報・啓発活動等を推進し
ます。 152

薬物乱用防止活動
の推進

薬物乱用防止ｷｬﾝﾍﾟｰﾝを寒川中、旭が丘中、寒川東中及
び産業まつりで実施。
また、広報誌を4/1号広報さむかわに折り込み全戸配
布、7月と11月に横断幕を設置し、啓蒙活動を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

6

食の安全に関する
情報提供や学習機
会の充実

食の安全に関する情報提供や
学習機会を充実します。

153
各種栄養教室の実
施

ライフステージ別料理教室　５月～３月　全５回　128
人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

154
消費生活に関する
情報提供

広報紙やホームページを活用し、消費者保護のための
啓発を実施した。（年５回）
1/11の成人式にて啓発用パンフレットを配付した。
（343枚）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

155
消費生活に関する
教室やイベントの
開催

各種団体等を対象に講座を開催。
6/21　町内在住・在勤者　29名
3/3　旭が丘中学校3年生　203名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

156 消費生活相談

毎週月・木曜日に相談を実施。（祝日を除く）
相談件数は122件（継続案件を除く）
茅ヶ崎市で受けた寒川町在住、在勤者の相談は91件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②安全なまちづくりにむけての活動の促進

157
自主防災意識の啓
発

●防災講演会を実施した。
　　実施日：3月13日　参加人数：99名
●各種町主催のイベントにて啓発事業を実施した。
実施日：10月18日、1月17日

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

158
自主防災組織の支
援

各自主防災組織のリーダーに対し防災・減災のための
講習会を実施した。
　実施日：12月6日　参加人数：45名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

159
防火団体の育成と
活動支援

園児等を対象に防火教室8園1,565人、女性防火クラブ
に救急・防災に関する講座を実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

160 消防団活動の支援
施策内容との事業目的が異なるため、当実施事業から
廃止（２５年度廃止）

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

161
地域ぐるみの防犯
パトロールの支援

児童・生徒の下校時に防犯パトロール車で巡回すると
ともに、地域の防犯パトロールを行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

162
子どもの安心・安
全を見守る活動の
推進

子どもの安心・安全を見守る推進委員会の開催（年間
１回＋随時）及び学校、地域の実態に応じて登下校時
を中心とした見守り活動を実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

7

消費生活に関する
情報提供や学習機
会の充実

「賢い消費者」「自立した消
費者」の育成に努めます。ま
た、茅ヶ崎市と協定を締結し
た消費生活相談業務相互利用
の充実を図ります。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業

4

応急手当に関する
情報提供や学習機
会の充実

研修会等を開催し、応急手当
に関する情報提供や学習機会
の充実を図ります。

2

地域ぐるみの防犯
対策への支援

自治会や関係機関等の協力を
得て、子どもの登下校中の安
全や地域の安全確保を図りま
す。

２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

1

自主的な防災活
動・消防活動への
支援

町民の防災意識をより高める
ため、防災訓練、防災講演会
等の充実を図るとともに、自
治会や地域団体等の防災講座
や防災訓練等を積極的に実施
します。
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幼 青 成 高
傷病者の社会復帰率の向上のため今
後も実施することが望ましい。

○ ○ →

町事業所、学
校・自主防災
組織等必要と
する者

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

過去、5年間で350回、受講人数も10,000名
を数える。毎年、受講する団体もあること
からこの事業の必要性を感じることができ
る。 予　防　課

○ ○ →

町事業所、学
校・自主防災
組織等必要と
する者

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

受講者が継続的にないため平成２６年度よ
り廃止。

予　防　課

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等で住民に対し、啓蒙活動が
進んでいる。家族全員で話し合う機
会を得ることが出来ている。今後
は、周知方法を検討しながら低年齢
児に対しても薬物の怖さを伝えるこ
とも必要。

○ ○ →

青少年及び成
人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

薬物使用が深刻な社会問題になっている現
在、活動内容が徐々に浸透しつつある。

子ども青少年課

親子・小学生料理教室は、衛生教育
を中心に、大人の料理教室では、食
中毒など身近な情報を提供できた。
これからも正しい情報を提供した
い。

○ ○ ○

寒川町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各年代に合わせた調理実習と講義で、日頃
の食事を見直すきっかけとなった。
正しい情報を提供出来た。 健康・スポーツ課

より多くの町民に対し、消費生活に
関する情報を周知し、啓発を行っ
た。 ○ ○ →

寒川町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

定期的にホームページの更新を行ったり、
啓発用チラシの全戸配布を行うなど、積極
的に啓発を行ったため。 町民窓口課

より多くの町民に対し、消費生活に
関する被害を防ぐための意識づけを
行った。また消費者教育推進の観点
から、昨年度に引き続き中学校での
講座を実施した。

○ ○ ○

寒川町民
特定の年齢層
など。（高齢
者、青少年
等）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続的に講座を実施することができたた
め。

町民窓口課

相談窓口を知らない人や被害に遭っ
ていることに気づかない人など潜在
的な被害者に対する相談体制の周知
方法等について研究を行う。

○ ○ →

寒川町民及び
茅ヶ崎市民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

茅ヶ崎市と連携をとることで、町相談日以
外でも安定した消費生活相談の提供ができ
たため。 町民窓口課

幼 青 成 高
防災意識の向上を図る亊が出来た。

○ ○ ○ →

一般町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年度の防災講演会の開催、及び各種イベ
ントで防災に対する啓発が出来た。

危機管理課

防災意識の向上、及び応急救護の知
識、技術の習得をする亊が出来た。

○ ○ →

町内自主防災
組織２３自治
会

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

気象状況の悪化により開催を見送った年度
があったものの、各組織でリーダーとなり
得る方の知識、技術の向上に寄与した。 危機管理課

町内の園児に「火遊びをしない」防
火の意識付けができた。また、女性
防火クラブ員に防火防災研修及び初
期消火訓練を通し家庭からの防火の
啓発ができた。

○ ○ →

各園児、女性
防火クラブ員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

防火教室は、１年の中で園の一大イベント
として認識され、幼少期からの火災予防に
対しての意識の高揚を図れている。女性防
火クラブ員には防災講座や防火広報活動に
より家庭からの防火啓発を促すことによ
り、住宅用火災警報器の設置率の向上にも
つながっている。

予　防　課

○ →

消防団員 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

施策内容との事業目的が異なるため、当実
施事業から廃止（２５年度廃止）

予　防　課

協働提案モデル事業で、地域と協働
し、青色回転灯を装着した車で地域
の防犯パトロールを行ってもらっ
た。犯罪件数は減少傾向にあるが、
犯罪抑止のため、日々の防犯パト
ロールが必要である。

○ ○ ○ →

児童・生徒 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

犯罪件数を減少させることができた。
２３年　５０２件
２７年　３９９件

協働文化推進課

教育長･学校長･PTA連絡協議会･自治
会長連絡協議会･ゆめクラブ寒川･防
犯アドバイザー･民生委員児童委員主
任児童委員･茅ヶ崎警察署生活課･学
校教育課担当が集まり、地域の状況
に関する情報交換及び登下校時を中
心とした見守りについて共通理解を
図ることができた。今後も、学校の
状況や地域の実態に応じた見守り活
動を続けていく必要がある。

○ ○ ○

児童・生徒 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

子どもの安心・安全を見守る推進委員会の
開催（年間１回＋随時）及び学校、地域の
実態に応じて登下校時を中心とした見守り
活動を実施した。

学校教育課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告
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3

交通安全活動への
支援

子どもたちを事故から守る事
業を推進します。

163 黄色い帽子の配布

児童を交通事故から守るため、町内各小学校に入学す
る新１年生に黄色い帽子を配布した。

配布数：358人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

消費生活活動団体
の育成支援

暮らしに役立つ情報を提供
し、活動団体の支援を図りま
す。 164

消費生活関連の活
動団体育成支援

町のイベントなどに参加する団体の活動を後援するこ
とにより支援した。
産業まつり出店
　　・湘南生活クラブ茅ヶ崎コモンズ
　　・コープ茅ヶ崎市寒川町エリア会

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

８　その他住民生活に係わる分野
①生活課題について知り・学ぶ機会の充実

165
コミュニティバス
の運行に関する情
報提供

引き続き各施設や車内においてのパンフレットの配布
や、広報・ホームページ等での周知を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

166

土地利用、都市基盤整備に関する情報提供 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

167

引き続きホームページや窓口で都市計画情報の提供を
行ったほか、必要に応じ説明会等を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

地域の産業に関す
る情報提供や学習
機会の充実

町産業を町民に紹介し、明る
いまちづくりを推進します。

168 産業まつりの開催

11月21日（土）に農産物品評会、11月22日（日）に産
業まつりを開催し、約33,000人が来場した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

169
広域行政に関する
情報提供

昨年同様ホームページや2市1町の広報紙、協議会
ニュース（平成27年6月及び12月の年2回発行）により
情報発信を行った。
また、媒体の配架場所や配架部数等の検証結果を踏ま
え、今後の新たな情報発信手段（SNS）の検討と自主財
源の確保について、平成28年度に検討を始めることと
なった。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

170
行政に関する情報
の充実

藤沢市、茅ヶ崎市と連携しながら広域ニュースのペー
ジを作成した。
広域的な連携により実施する事業の情報を記者会見及
びプレスリリースにより発信した。。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

171 消費生活相談

毎週月・木曜日に相談を実施。（祝日を除く）
相談件数は122件（継続案件を除く）
茅ヶ崎市で受けた寒川町在住、在勤者の相談は91件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

男女共同参画社会
に関する情報提供
や学習機会の充実

男女共同参画の形成を目標に
講座やセミナーの開催をし、意
識啓発を推進します。

172
男女共同参画プラ
ンの周知

男女共同参画プランの周知も含めた男女共同参画社会
の意識啓発・推進に向け、2市1町（茅ヶ崎市･藤沢市･
寒川町）広域連携事業や県と共催して啓発講演会を実
施。
①県共催事業・寒川町男女共同参画推進講演会
「自分らしいリーダーシップ発見講座」
実施日：平成28年1月31日（日）
場所：寒川総合体育館
講師：古瀬正也氏
参加者：18人
②2市1町広域連携事業・男女共同参画特別講演会
「最後まで自分らしく生きるために」
開催日：平成27年11月15日（日）
場所：寒川総合体育館
講師：金子稚子氏
参加人数：87人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

1

都市基盤整備な
ど、公共事業につ
いての情報提供や
学習機会の充実

町が進める公共事業について
理解を深め、住民の参加と創
意により、個性あるまちづく
りを進めるため、各種事業に
ついて情報提供や学習機会の
充実に努めます。

土地利用、都市基
盤整備に関する情
報提供、学習機会
の充実

3

広域行政に関する
情報提供や学習機
会の充実

広域行政の取り組みや広域的
な連携により実施する事業に
ついて、情報提供や学習機会
の充実を図ります。

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況
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幼 青 成 高
背の低い新入学児童の登下校時に自
動車等の運転手から目立つため、児
童の安全確保に効果があると考えて
いる。

○ ○

新入学児童 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

交通事故件数を減少させることができた。
２３年　２９０件
２７年　１６３件 協働文化推進課

団体の活動を後援し、活動の場を提
供するなどの支援を行った。

○

消費生活問題
等に関心のあ
る団体

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続的なを支援を行えたため。

町民窓口課

幼 青 成 高
各施設や車内においてのパンフレッ
トの配布や、広報・ホームページ等
での周知を行った結果、利用促進に
つながった。

○ ○ →

高齢者等の交
通弱者及び町
民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各施設や車内においてのパンフレットの配
布や、広報・ホームページ等での周知を
行った結果、利用促進につながった。 都市計画課

議会報告・まちづくりニュースの配
布により、事業の進捗状況を町民に
周知し、反対者への説得などを町職
員と共に地権者が行った。

○ ○ →

区画整理区域
内住民を主と
した全ての町
民

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

工事完了には至らなかったが、建築物等の
移転又は除却をすることができた。

寒川駅周辺
整備事務所

ホームページでの都市計画情報の提
供を行う事で、利用者の利便性が向
上した。 ○ ○ →

町民、事業者 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

引き続きホームページや窓口で都市計画情
報の提供を行うほか、必要に応じ説明会等
を行った結果、情報発信につながった。 都市計画課

今年から、出店者の公募に創業支援
者枠を作り、町民の方に新たな産業
を紹介することができた。
また、開催時間が短いという意見を
踏まえ、終了時間を30分延長し15:00
までとし、より多くのブースに触れ
る機会を創出した。

○ ○ ○ →

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

商業・工業・農業・グルメ等のゾーン分け
や産業まつり開催30回記念事業の実施、創
業支援ブースの開設など、毎年参加者から
の意見を取り入れ新たな取り組みを実施す
ることで、多くの参加者に来場していただ
いた。

産業振興課

　ホームページによる情報発信（年
間アクセス数約1,800件）や、ニュー
スワイド（年2回発行）の2市1町内の
公共施設等への配架（2市1町全体で
1,000部）により、広く広域行政への
取り組みについて周知を図れた。
　また、昨今のSNS利用の現状を踏ま
え、新たな情報発信手段の検討と自
主財源の確保について今後検討が必
要である。

○ ○ →

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

　情報発信については、適宜ホームページ
の更新、２市１町の広報紙及び事業別のチ
ラシ配架等により多くの方に取り組みを周
知しながら、参加機会の拡大を図ってき
た。
　また、紙媒体であるニュースワイドにつ
いても、平成25年度より当初のモノクロ版
からカラー版とするなど、より多くの方に
取り組みを知ってもらえるよう、積極的な
情報発信を実施した。

企画政策課

広報さむかわへ年3回の相互連載を実
施。各市町の名所・史跡・イベント
情報を掲載。各市町掲載担当課への
問い合わせ等も寄せられていること
から、広域的な広報活動として効果
的であった。平成28年度からは、掲
載テーマを変えて編集を考えてい
る。

○ ○ →

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各市と協議を重ね、連携を取りながら、そ
れぞれの市町及び住人にとって有益な情報
を発信することができた。

企画政策課

相談窓口を知らない人や被害に遭っ
ていることに気づかない人など潜在
的な被害者に対する相談体制の周知
方法等について研究を行う。

○ ○ →

寒川町民及び
茅ヶ崎市民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

茅ヶ崎市と連携をとることで、町相談日以
外でも安定した消費生活相談の提供ができ
たため。 町民窓口課

内容については参加者から好評で
あったが、
いずれの講座も若年層の参加が少な
かったため、今後はテーマ設定にお
いて工夫が必要である。

○ ○ →

藤沢市
茅ヶ崎市
寒川町

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続して男女共同参画プランの周知も含め
た講座･講演会を実施したことで、町民に
男女共同参画社会の意識啓発･推進をする
ことが出来た。

協働文化推進課

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
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男女共同参画社会
に関する情報提供
や学習機会の充実

男女共同参画の形成を目標に
講座やセミナーの開催をし、
意識啓発を推進します。

173
男女共同参画に関
する情報提供

2市1町（茅ヶ崎市･藤沢市･寒川町）広域連携事業とし
て男女共同参画啓発の講演会の情報提供（広報掲載・
チラシ配架）を行った。
①藤沢市「共に生きるフォーラムふじさわ2015」
平成27年11月29日（日）
②茅ヶ崎市「パパぢからUPセミナー」
平成27年6月27日（土）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

174
男女共同参画のた
め講座の開催

男女共同参画社会の意識啓発・推進に向け、2市1町
（茅ヶ崎市･藤沢市･寒川町）広域連携事業や県と共催
して啓発講演会を実施。
①県共催事業・寒川町男女共同参画推進講演会
「自分らしいリーダーシップ発見講座」
実施日：平成28年1月31日（日）
場所：寒川総合体育館
参加者：18人
②2市1町広域連携事業・男女共同参画特別講演会
「最後まで自分らしく生きるために」
開催日：平成27年11月15日（日）
場所：寒川総合体育館
参加人数：87人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

175 平和教育の推進

①被爆樹木の苗木の配付事業
実施日：平成27年6月29日（月）、7月6日（月）、7月7
日（火）、7月13日（月）
場所：町内小学校（全5校）
内容：被爆樹木を植樹。
参加者：2,668人
②平和祈念　音魂コンサート
実施日：平成27年8月9日（日）
場所：町民センターホール
内容：寒川神社主催の太鼓や民謡のコンサート
参加者：800人
③原爆パネル展
期間：平成27年8月18日（火）～22日（土）
内容：核兵器の廃絶･恒久平和の実現を願うパネルを展
示
見学者：4,696人
④第6回平和フェスティバルinさむかわ
実施日：平成27年8月22日（土）
場所：寒川総合体育館多目的室
内容：紙芝居、和太鼓演奏、フラダンス、戦争体験公
園等
参加者：167人
⑤終戦70年～戦時中の暮らし展
期間：平成27年8月23日（日）～8月28日（金）
場所：町民センター展示コーナー
内容：戦中戦後の実物資料やグラフィックパネル、寒
川町内に保存されている資料等の展示

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

176 人権相談の実施

6/2、12/4の特設相談開催時に、街頭啓発や法務局での
相談等について情報提供を行った。
毎月第２・４火曜日に町民相談室において、人権擁護
委員による相談を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5

平和・人権などに
関する情報提供や
学習機会の充実

平和学習や平和思想の普及と
啓発を行います。また、基本
的人権尊重の精神が身に付く
よう、人権に関する情報提供
と学習機会の提供を図りま
す。

177 人権教育の推進

①人権団体の行う研修会や講演会などへ職員等を参加
させ、人権意識の向上を図った。
・神奈川人権センター
　人権学校　：　５人
　かながわ国際人権集会　：　１１人
　神奈川人権研究交流集会　：　４人
・横浜国際人権センター
　人権啓発講演会　：　５６人
　（職員３４人、民生委２０人、人権擁護委２人）
・神奈川県地域人権運動連合会
　人権問題講演会　：　３人
　　　　　　　　　　　　　　合計７９人
②北朝鮮による人権侵害問題について理解を深めても
らうとともに、人権意識の向上を図るために啓発事業
を実施した。
・特定失踪者パネル展
　1月9日（土）～19日（火）
　寒川総合体育館ロビー
　神奈川県ゆかりの特定失踪者パネル等を展示
　拉致被害者横田めぐみさんの写真パネル等の掲示
　主催　：　神奈川県、寒川町

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

5

平和・人権などに
関する情報提供や
学習機会の充実

平和学習や平和思想の普及と
啓発を行います。また、基本
的人権尊重の精神が身に付く
よう、人権に関する情報提供
と学習機会の提供を図りま
す。

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標

連
番

主な実施事業
２７年度事業報告
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幼 青 成 高
町内のみならず、近隣の茅ヶ崎市、
藤沢市で行われる講演会等の情報も
提供し、相互に参加できる体制を整
えたことで、学習機会を増やすこと
が出来た。 ○ ○ →

藤沢市
茅ヶ崎市
寒川町

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

近隣の茅ヶ崎市、藤沢市で行われる講演会
等の定期的に情報提供を行うことで、町民
の学習機会を増やすことが出来たため。

協働文化推進課

内容については参加者から好評で
あったが、
いずれの講座も若年層の参加が少な
かったため、今後はテーマ設定にお
いて工夫が必要である。

○ →

藤沢市
茅ヶ崎市
寒川町

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続して講座･講演会を実施したことで、
町民に男女共同参画社会の意識啓発･推進
をすることが出来た。

協働文化推進課

町民に平和の尊さや核兵器･放射能の
恐ろしさをアピールし、核兵器廃絶･
平和思想の普及･啓発を図ることがで
きた。
フェスティバルは、若い世代の参加
が毎年課題となっているため、学童
保育に協力を得て児童の絵を掲示し
たが、若年層の参加、興味を引くよ
うな内容の検討を引き続き行ってい
く必要がある。

○ ○ →

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年平和関連イベントを実施することで、
町民に対し、平和学習や平和思想の普及と
啓発を図ることが出来た。

協働文化推進課

人権擁護委員活動のPRや町以外で行
われる啓発活動・キャンペーン等に
より効果的な周知方法について研
究・改善を行う。 ○ ○ →

寒川町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続的な実施ができたため。

町民窓口課

人権団体の研修会等については、可
能な限り職員などの参加を募り、人
権意識の高揚を図った。
北朝鮮による人権侵害問題に関する
啓発事業は、２５年度から行ってい
る事業であるが、関心の高い内容で
あり、この問題には継続的に取り組
む必要があると思う。また若年層に
も知ってもらいたい問題であるの
で、この事業を継続して実施できる
よう検討していきたい。

○ ○ →

寒川町民及び
町職員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続的な実施ができたため。

町民窓口課
(協働文化推進
課よりH27～移

管）

２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告
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5

平和・人権などに
関する情報提供や
学習機会の充実

平和学習や平和思想の普及と
啓発を行います。また、基本
的人権尊重の精神が身に付く
よう、人権に関する情報提供
と学習機会の提供を図りま
す。

178 人権教育の推進

人権教育事業「傾聴講座」開催
7/11・18・25・8/1・8　すべて土曜日全5回
延べ45名参加

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

明るい選挙推進大
会

第30回寒川町明るい選挙推進大会を平成27年12月５日
（土）に実施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

出前講座・模擬投
票

選挙の基礎的な話、模擬投票と開票の体験を小学校１
校、６年生を対象に実施した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②様々な活動の促進

180
コミュニティバス
運行に関する住民
からの情報収集

引き続き利用者の声を随時収集するとともに、利用状
況を把握した。また、寒川町地域公共交通会議を開催
し、地域の実情に即した輸送サービスを開始した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

181
都市計画提案制度
のマニュアル化

引き続きホームページや窓口で都市計画情報の提供を
行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

182

新幹線新駅設置に
むけた普及・啓発
並びに情報提供、
学習機会の充実

●地元組織によるまちづくり意見交換
●ニュース等を使っての周知活動
●町内小学校児童対象の絵画コンクール（県と共催）
や町主催イベントでの啓発や情報提供等

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

自主的な地域活動
への支援

住民に対して呼びかけを積極
的に行い、活動への参加を図
ります。 183

町民の自主活動に
ボランティア保険
による支援

住民活動補償制度の継続実施により、町民の自発的な
公益的活動をバックアップをする。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

地域の産業に関わ
る人材の育成・支
援

地域産業を育成する視点か
ら、地域産業に関わる人材の
育成を支援していきます。 184 ―

廃止 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

男女共同参画社会
の推進

男女共同参画の形成を目標に
講座やセミナーの開催をし、意
識啓発を推進します。

185 女性行政推進事業

男女共同参画社会の意識啓発・推進に向け、2市1町
（茅ヶ崎市･藤沢市･寒川町）広域連携事業や県と共催
して啓発講演会を実施。
①県共催事業・寒川町男女共同参画推進講演会
「自分らしいリーダーシップ発見講座」
実施日：平成28年1月31日（日）
場所：寒川総合体育館
参加者：18人
②2市1町広域連携事業・男女共同参画特別講演会
「最後まで自分らしく生きるために」
開催日：平成27年11月15日（日）
場所：寒川総合体育館
参加人数：87人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

6

選挙に関する情報
提供や学習機会の
充実

政治や選挙に関心を持ち有権
者としての自覚と政治意識の
向上に努めます。

179

事業内容 目標に対する達成状況

まちづくりへの住
民の参加機会の充
実

まちづくりの計画や実施にあ
たり、住民の参加を促せるよ
う、参加機会の充実や参加を
具体化するためのしくみづく
りを進めます。

1

施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況
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幼 青 成 高
日常生活における人権感覚の必要性
を理解し、他者とのコミュニケー
ション能力の向上を目指していくた
めに、カウンセリングの手法である
「傾聴」について学び、実習を通し
て人間観、人間尊重について考える
講座を実施した。

○ →

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

５年間に渡り、継続して人権に関する講演
会等を実施し、基本的人権尊重の精神が身
に付くための学習機会の提供を行った。

教育総務課

幅広い年代に選挙への関心を高めた

○ ○ →

２０歳以上の
成人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

選挙に対する関心を持ってもらった。

選挙管理
委員会事務局

次世代を担う若年層に対して、模擬
投票・開票作業を体験してもらうこ
とで、選挙への関心を高めた。 ○

小・中学生 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年、小学校６年生を対象に実施ができ
た。

選挙管理
委員会事務局

幼 青 成 高
引き続き利用者の声を随時収集する
とともに、平日、土休日別、ダイヤ
別、バス停別の利用状況を集計し把
握した。また、寒川町地域公共交通
会議を開催し、地域の実情に即した
輸送サービスの実現として、コミュ
ニティバスの土日運行を開始した。

○ ○ →

高齢者等の交
通弱者及び町
民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

引き続き利用者の声を随時収集するととも
に、平日、土休日別、ダイヤ別、バス停別
の利用状況を集計し把握した。また、寒川
町地域公共交通会議を開催し、地域の実情
に即した輸送サービスの実現として、コ
ミュニティバスの土日運行を開始した。

都市計画課

ホームページや窓口で都市計画情報
の提供を行った。

○ ○ →

町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ホームページや窓口で都市計画情報の提供
を行う事で幅広く情報を発信できた。

都市計画課

○検討対象区域内外で関係する方々
より広く意見をいただいた。
○今後の課題に向けて、より多く参
加していただけるよう、関心事をわ
かりやすく解説しながら、話し合い
ができるような仕組み作りに努める
必要がある。

○ ○ →

まちづくり
（面整備検
討）区域周辺
の住民を主と
するすべての
町民

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

○意見交換を行うとともに、普及・啓発、
情報提供などに努めた。今後も事業の進捗
に応じ、引き続き取り組みを進める必要が
ある。 倉見拠点づくり課

保険制度を継続することにより、対
象案件に対応することができた。

○ ○ ○ →

全町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

保険制度を継続することにより、対象案件
に対応することができた。平成２６年度よ
り、広報にによる周知も開始し、町民の自
発的な公益活動のバックアップができた。

協働文化推進課

―

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

― ―

内容については参加者から好評で
あったが、
いずれの講座も若年層の参加が少な
かったため、今後はテーマ設定にお
いて工夫が必要である。

○ →

藤沢市
茅ヶ崎市
寒川町

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続して講座･講演会を実施したことで、
町民に男女共同参画社会の意識啓発･推進
をすることが出来た。

協働文化推進課

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）
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186 平和推進事業

①被爆樹木の苗木の配付事業
実施日：平成27年6月29日（月）、7月6日（月）、7月7
日（火）、7月13日（月）
場所：町内小学校（全5校）
内容：被爆樹木を植樹。
参加者：2,668人
②平和祈念　音魂コンサート
実施日：平成27年8月9日（日）
場所：町民センターホール
内容：寒川神社主催の太鼓や民謡のコンサート
参加者：800人
③原爆パネル展
期間：平成27年8月18日（火）～22日（土）
内容：核兵器の廃絶･恒久平和の実現を願うパネルを展
示
見学者：4,696人
④第6回平和フェスティバルinさむかわ
実施日：平成27年8月22日（土）
場所：寒川総合体育館多目的室
内容：紙芝居、和太鼓演奏、フラダンス、戦争体験公
園等
参加者：167人
⑤終戦70年～戦時中の暮らし展
期間：平成27年8月23日（日）～8月28日（金）
場所：町民センター展示コーナー
内容：戦中戦後の実物資料やグラフィックパネル、寒
川町内に保存されている資料等の展示

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

187 人権啓発事業

6月は人権擁護委員の日と12月の人権週間及び11月の産
業まつりにおいて、人権についての意識啓発を目的に
町人権擁護委員による街頭啓発活動を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

188 人権啓発事業

人権教育事業「傾聴講座」開催
7/11・18・25・8/1・8　すべて土曜日全5回
延べ45名参加

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

6

地域交流活動の推
進

地域間交流、姉妹都市交流な
どの住民活動を支援すること
により、他の地域の歴史や文
化などにふれあう機会を増や
していきます。

189 交流活動の支援

観光パンフレットや庁舎正面玄関入口ショーケースで
特産品の展示を行うなどして、姉妹都市の寒河江市を
紹介するとともに、市民レベルの交流を行う団体に交
付金を交付して活動を支援した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

第４節　学習成果の活用
①学習成果を活用していくための支援の充実

事業内容 目標に対する達成状況

190
文書館ボランティ
ア活動の支援

ボランティアによる新聞・写真などの資料整理、展示
準備を実施した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

191
サークル活動の活
性化

活動日に場所の提供をして利用者の会の活動支援を行
いました。他にどのような支援事業を必要としている
のか、聞き取り等を行いました。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

1

自主的な生涯学習
活動の支援

住民の自主的な生涯学習活動
を支援します。

192
図書館ボランティ
ア活動の支援

おはなし会ボランティアのみで月２回のお話し会を開
催した。また、週２回、配架・書架整理ボランティア
の協力を得て、資料を整理し利用者が利用しやすい環
境作りを進めることができた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

193
生涯学習人材登録
制度の拡充

生涯学習人材登録制度「ステップ・アップ」の実施。
登録者：36人（個人37人・団体1つ）
制度のＰＲを目的とし、自主企画講座を実施。
実施回数：4回

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

194
生涯学習人材登録
指導者研修会の開
催

生涯学習支援者研修の開催。
「行列の出来る講座とチラシの作り方」
実施日：平成28年3月24日
場所：寒川町役場 東分庁舎 第2･3会議室
講師：坂田静香氏
参加者：35人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

1

自主的な生涯学習
活動の支援

住民の自主的な生涯学習活動
を支援します。

5

平和・人権などの
活動への支援

平和思想、人権尊重思想の普
及高揚を図るための活動を支
援します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

主な実施事業
２７年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

2

人材登録制度の充
実

多様な講座が提供できるよう
に地域の人材の発掘、情報収
集を進め、制度のPRを行い制
度活用の促進を図ります。
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幼 青 成 高
町民に平和の尊さや核兵器･放射能の
恐ろしさをアピールし、核兵器廃絶･
平和思想の普及･啓発を図ることがで
きた。
フェスティバルは、若い世代の参加
が毎年課題となっているため、学童
保育に協力を得て児童の絵を掲示し
たが、若年層の参加、興味を引くよ
うな内容の検討を引き続き行ってい
く必要がある。

○ ○ →

全町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年平和関連イベントを実施することで、
町民に対し、平和学習や平和思想の普及と
啓発を図ることが出来た。

協働文化推進課

広く町民に周知啓発を図った。

○ ○ →

寒川町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

定期的な啓発活動が実施できたため。

町民窓口課

日常生活における人権感覚の必要性
を理解し、他者とのコミュニケー
ション能力の向上を目指していくた
めに、カウンセリングの手法である
「傾聴」について学び、実習を通し
て人間観、人間尊重について考える
講座を実施した。

○ →

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

５年間に渡り、継続して人権に関する講演
会等を実施することで、人権尊重思想の普
及及び高揚を図るための活動を支援した。

教育総務課

文化交流団体の活動を支援すること
で、姉妹都市との交流を促進でき
た。
寒河江市観光物産協会及び事業所の
協力により、特産品のＰＲをより効
果的に行うことができた。

○ ○ ○ →

全町民 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

文化交流団体の活動を継続的に支援するこ
とで、姉妹都市との交流を促進できた。

協働文化推進課

５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

大勢の方々に参加していただき、資料整理
などを推進することができた。

総　務　課
（文書館）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

サークル育成事業として開催し、会員を増
やすことができた。

公　民　館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

平成２４年度よりおはなし会ボランティ
ア、平成２５年度より、配架・書架整理ボ
ランティアなどの協力を得ながら図書館
サービスの充実を図った。

総合図書館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

自主企画講座を定期的に実施することで、
町民に多様な学習機会を提供し、地域の人
材を活用することが出来たため。

協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

生涯学習人材登録制度登録者や生涯学習推
進員向けに定期的に研修を実施し、地域の
人材育成に取り組むことが出来たため。

協働文化推進課

対象 ５年間の評価 ５年間の評価の理由

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

写真・新聞の整理、展示準備に、のべ362人の方々にボランティアとして参加
していただいた。

サークル育成事業として公民館で既存サークルの講座を開催しました。活動に
対する要望よりも、構成員の高齢化、新規加入者の減少が課題です。

担当課

２７年度事業報告

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

事業の成果・課題等
対象（ライフステージ）

おはなし会ボランティアによる月２回おはなし会やボランティアによる冬のス
ペシャルおはなし会が開催できた。年間を通して、配架・書架整理ボランティ
アの協力を得て、利用しやすい図書館サービスが展開できた。

ＰＲの一環として講師による自主企画講座を実施し、制度の周知を図ることが
出来た。

主として生涯学習人材登録制度登録者、生涯学習推進員向けに、研修会として
実施。一般の参加者もあり、アンケート結果も好評でニーズに合ったテーマで
あった。
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第５節　参加を支える環境の整備

１　生涯学習推進体制の整備
①生涯学習を計画的・総合的に推進していくための体制の整備

事業内容 目標に対する達成状況

195
生涯学習推進組織
の活性化

生涯学習調整会議幹事会・年2回（6/26、1/21）
生涯学習推進会議・年2回（7/7、10/21、1/27）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

196
地域生涯学習推進
員組織体制の充実

推進員会議の充実を図り、推進員事業を円滑に実施
し、地域での生涯学習を推進した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

社会教育委員の活
動の充実

地域の実情に応じた社会教育
行政を行うため、委員活動の
活性化を図ります。

197
社会教育委員活動
の活性化

社会教育委員会議・年５回
平成26年度に引き続き、審議事項「地域をつなぐ社会
教育のあり方について」協議を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

２　様々な機関との連携による支援体制の整備
①関係機関との連携による学習の支援

事業内容 目標に対する達成状況

198 保幼小教育連携

各小学校が行事等を通して、学区内の保育園・幼稚園
との連携を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

199
県生涯学習セン
ターとの連携

県生涯学習情報システム「PLANETかながわ」に情報入
力を行い、インターネットを通じて町･町関係機関が主
催する生涯学習関連事業について情報提供した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

200
図書館情報相互利
用

県内図書館との相互貸借の推進を図り、利用者への資
料提供に努めた。
県内図書館との相互貸借。
貸出点数２，８６０点、借受点数１，１２１点

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

201
大学との連携によ
る講座の開催

文教大学出張講座「日本～暮らしと日本」（全２回講
座）を開催。
①テーマ「産業遺産の国際比較－明治日本の産業革命
遺産を事例として」
実施日：2月13日（土）
場所：町民センター視聴覚室
参加者：11人
②テーマ「編集者･国木田独歩の明治～『武蔵野』から
湘南へ」
実施日：2月20日（土）
場所：町民センター視聴覚室
参加者：8人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

202
高等学校等との連
携による講座の開
催検討

現行の生涯学習事業の実施にとどまり、新規事業の検
討は行っていない。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

3

民間学習機関との
連携による事業の
推進

民間学習機関との連携による
事業の検討をします。

203 連携方策の検討

現行の生涯学習事業の実施にとどまり、新規事業の検
討は行っていない。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

②団体や世代間の交流の支援

事業内容 目標に対する達成状況

204 連携支援の実施

観光協会への情報提供や、共催事業を実施した。また
観光ボランティアの方と協働で企画展を実施した。神
奈川県、茅ヶ崎市、神奈川考古学財団等とも共催で事
業を実施した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

205 公民館の場の提供

予約システムを有効活用して、サークル活動や団体活
動の場を提供するとともに、利用者の会で連携、交流
を図るよう支援した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

2

大学等との連携に
よる事業の推進

住民ニーズを把握しながら大
学等と連携することにより、
質の高い講座を開催するよう
に努めます。

1

生涯学習を企画・
立案・実施するた
めの組織体制の充
実

地域ぐるみの生涯学習を推進
するため、全町的・地域的・
庁内の推進体制の確立とその
活動の活性化を図ります。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

1

関係機関との連携
による学習支援体
制の充実

県や周辺自治体との広域的な
連携及び地域内の諸機関同士
の連携による様々な支援体制
を充実します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

1

団体間の連携支援 文化・教育・福祉等ジャンル
を超えた各種団体の連携・交
流を支援します。
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５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

生涯学習推進会議を通じて、生涯学習推進
委員の意見をもとに第2期実施計画の振興
管理を行い、第3期実施計画を策定するこ
とが出来た。

協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

推進委員の人脈等を活用し、新たな講座を
開催することが出来た。多くの参加者より
高評価をいただいた。 公　民　館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

年５回の会議において協議を行うととも
に、県の研修会、地区研究会等にも参加
し、資質向上を図りながら、町の社会教育
行政の充実を図った。

教育総務課

５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各小学校が行事等を通して、学区内の保育
園・幼稚園との連携を図ることができた。

学校教育課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

情報入力を定期的に行い、参加対象を町内
在住･在勤者に限定していない生涯学習関
連事業の情報提供を継続的に行ったため。

協働文化推進課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

県内図書館との相互貸借により利用者のリ
クエストに応えることができた。学校と
は、町内の小学校・中学校へ図書館の利用
券の発行を行うなど連携を図った。

総合図書館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

継続して講座を開催することで、地域の大
学と連携を図ることが出来、町民に多様な
学習機会を提供することが出来たため。

協働文化推進課

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

次年度以降実施有無を含めて検討していき
たい。

協働文化推進課

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

次年度以降実施有無を含めて検討していき
たい。

協働文化推進課

５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

近年、各団体との連携のみならず、ボラン
ティアの方や研究者などにも情報提供する
ことも多く、文化財保護の輪が広がって様
子が窺えるため。

教育総務課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各団体で場所取りによるトラブル等が発生
しないよう各団体とも調整し、公民館を利
用している。

公　民　館

民間学習機関と連携事業例、費用面などを調査、研究する必要がある。

２７年度事業報告

内容については参加者から好評であったが、参加人数が伸び悩んだため、テー
マ設定、周知方法、集客の工夫について再検討したい。

現在実施している講座の目的･内容を考えると、高校等と連携した講座開催は
難しい。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

「寒川　学びプラン」や地域における生涯学習の振興策等について、各会議を
開催し、「寒川　学びプラン」の第3期実施計画の作成や進行管理を行った。

町民センターは１３人の推進員会議を毎月１回開催し、事業は年間で９回実施
しました。北部は１２人で推進員会議事業を年７回、南部は９人で年６回開催
しました。

２７年度事業報告

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

学区内の保育園・幼稚園児が小学校を訪問し、校内探検をしたり、１年生と交
流授業を行ったりして連携した。

参加対象を町内在住･在勤者に限定していない生涯学習関連事業の情報提供が
出来た。
また茅ヶ崎市と連携し、講座等の情報提供を行い、茅ヶ崎市主催の講座チラシ
を役場に配架し、情報提供を行った。

県内図書館との相互貸借を推進し、利用者のリクエストに応えると共に藤沢
市・茅ヶ崎市との広域利用を推進し、利用者の利便性を図る事ができた。

平成26・27年度の２年間に渡り、「地域をつなぐ社会教育のあり方について」
協議を行い、提言書をまとめた。

２７年度事業報告

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

多くの関連団体と連携を密にして事業を実施することができた。

団体に対して施設予約システムを導入し、一定のルールに基づき貸出をしまし
た。高齢者の方には、予約システム（パソコン）に抵抗があるようで、全サー
クルが予約システムが使用できるよう指導していく。
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事業内容 目標に対する達成状況

206
世代間交流事業の
開催

郷土研究会への委託事業
「昔の遊び教室」実施　8月実施　30名

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

207
親子で参加できる
事業の拡充

美術教室、星空観察会、親子で風呂敷ラッピング、リ
トミック講座など、親子で参加できる講座を開催しま
した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

208
世代間交流事業の
開催

書き初め大会を３館で実施した。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

３　施設の有効活用
①施設の有効活用

事業内容 目標に対する達成状況

209
文化財学習セン
ターの有効活用

年間を通じての開館
（開館日：火、水、金、土曜）
学校授業での活用
考古資料、民具農具の活用

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

210
南小学校ふれあい
ホールの有効活用

年間を通じての利用
利用予約の一部手続きを公共施設予約システムにより
開始
事業充実のための施設利用有料化（9月利用分から）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

211
青少年広場の有効
活用

グラウンド及び多目的広場等の貸し出し ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

212 図書館の充実

蔵書構成を考慮しながら資料の収集・充実を図った。
予約の多い本は寄贈を募り、利用者への提供に努め
た。
購入点数３，０１９点、寄贈点数３２９点

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

213 公民館の有効活用

町民センターは有料での貸館と公民館サークルの無料
貸館で区別して貸し出しをしてサークルの利便を図り
ました。北部、南部は敬老室及び集会室で空き時間の
開放を行いました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

214
寒川総合体育館の
有効活用

引き続き多くの町民に施設を利用してもらい心身の健
康と体力の向上を図ってもらった。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

215
さむかわ庭球場の
有効活用

週6日間の開場 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

216
町営プールの有効
活用

寒川小、旭小、小谷小はろ過機の処理能力が一般開放
できる基準に達していなかったため、３校はその学校
の児童のみを対象とし、一之宮小、南小２校を一般開
放した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

217
スポーツ公園の有
効活用

年末年始を除く通年開場 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

2

世代間交流の促進 世代間の意思の疎通や、年配
者の知恵や技の伝承を行える
ような事業の推進により、交
流活動を充実します。

1

社会教育施設の有
効活用

新設の施設はもとより、既存
施設の活用状況を再確認し、
有効活用を図ります。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

2

スポーツ施設の有
効活用

心身の健康維持を図るため、
各スポーツ施設の有効活用を
促進します。
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５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

例年多くの子どもの参加が見られるが、講
師の郷土研究会の方の高齢化や、人員不足
のためきめ細やかな交流が徐々に難しく
なってきていると思われる。

教育総務課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

開催時期などを考慮し、多くの親子に参加
していただく事ができた。

公　民　館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

少子化の影響もあるが、参加者が年々減り
続けている。参加者拡大を図りたい。

公　民　館

５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

平成23年度より、それまで月の第4土曜の
み開館を毎週土曜開館として入館者数の大
幅増となり、有効活用が図れた。学校の授
業での活用は一時期高学年の活用もあった
が続かなかった。

教育総務課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

施設の認知度が低い可能性があるため、今
後利用者が増えるよう、まずはＰＲを行っ
ていきたい。
平成27年9月1日から平成28年3月31日まで
の利用可能コマ数に対する利用率51.7%
（うち、公用等利用38.2%）

教育総務課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

青少年だけではなく高齢者や各種団体の利
用がある。

子ども青少年課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

利用状況や蔵書構成等を考慮しながら予算
配分を行い資料の収集、整理、提供が行え
ている。また、予約の多い本の寄贈を募り
利用者の協力を得ながら資料収集が行えて
いる。

総合図書館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

空いている時間を有効活用することにより
空き室の有効活用をすることができた。

公　民　館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

指定管理者制度によって管理運営を行うよ
うになり、利用者が年々増加傾向となって
いることから、健康増進に体育館が大きく
貢献している。

都市計画課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

開場については問題ないが、施設の老朽化
が著しいことから、早急な修繕が必要であ
る。 健康・スポーツ課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

閉鎖している町営プールの代替えとして、
小学校のプールを開放し、一定の成果は得
られたが、幼児の利用が制限されたため。 健康・スポーツ課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

通年開場することで、スポーツの推進が図
れた。また、田端スポーツ公園については
有料化したことで、施設の管理等が充実
し、利用者の利便性が向上した。

健康・スポーツ課

２７年度事業報告

例年どおり多くの子ども達の参加があった。しかし講師の郷土研究会の人員が
不足ぎみであった。

親子での参加事業を行うと、三世代で参加するケースもあり、世代間交流も兼
ねることができました。課題としては、親子だけでなく、三世代、父親の参加
も積極的に取り入れた講座など参加型事業の展開があげられます。

日本の伝統文化の伝承等を考慮しながら、子どもとのふれあいの場を提供する
とともに、ボランティア活動を促した。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

北部、南部の敬老室・集会室の開放はバドミントンの利用者は少ないが、囲碁
の敬老室開放は毎日利用者がいました。北部の集会室の開放は、空き時間が少
なかったが、囲碁・将棋の敬老室は、毎日利用者がいました。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

本年度は学校授業での活用が例年より１校少なかった。開館日、民具等の貸出
は例年どおり。学校授業での活用、特に高学年や中学校での活用が課題だと思
われる。

公共施設予約システムによる利用について運用を開始するとともに利用料の設
定を行った。
現状は夜間利用が中心で、利用団体数は2団体ほど。その他は一時的な催しに
利用された。

２７年度事業報告

土日曜日や祝日だけではなく、平日も利用されている。延べ734件、28,704人
が利用した。

図書館の利用状況を踏まえながら資料の購入を行い、資料の充実を図った。予
約の多い本は、寄贈依頼を掲示し、利用者の協力を得ながら資料の提供を行っ
た。

前年と比較し利用者が増加した。
なお一層の利用者増加に努めます。

施設の老朽化が課題となっている。

学校プールを１４日間、開放し、延べ３，７７１人の利用があった。町営プー
ルの閉鎖による代替えとして、小学校プールを開放しているが、一般開放は２
校のみであることや、幼児が利用出来ない等課題がある。町営プールの早期の
復旧が望まれている。

通年開場することで、スポーツの推進が図れた。
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事業内容 目標に対する達成状況

3

学校施設の有効活
用

学校活動に使われていない時
間帯の学校体育施設を有効に
活用します。

218
学校体育施設の有
効活用

体育館：3中学校、5小学校開放
グラウンド：5小学校開放
夜間照明施設：2中学校開放
利用予約の一部手続きを公共施設予約システムにより
開始
事業充実のための施設利用有料化（9月利用分から）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

219 文書館の充実

所蔵資料を充実させ、質の高いレファレンスを実施す
る。企画展、講座２本、講演会などを開催し普及活動
を充実させた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

220
地域集会所の有効
活用

引き続き、指定管理を地域集会所運営委員会連絡協議
会（地域集会所を持っている自治会を中心とした運営
委員会の集合体）に委託し、施設の有効活用を図って
いく。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

221
子育てサポートセ
ンターの充実

子育て相談、子育て啓発活動、子育てサークルの育成
支援を行った。（全ての開所日）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

222
公園施設・設備の
充実

川とのふれあい公園簡易トイレの設置、他の公園等41
箇所の維持管理を行った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

４　参加を支える環境づくり
①参加しやすくするための環境づくり

事業内容 目標に対する達成状況
防災講演会開催時に必要に応じて託児所の設置を検討
する。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

男女共同参画推進市町村連携事業を実施。
「自分らしいリーダーシップ発見講座」
開催日：平成28年1月31日（日）
場所：寒川総合体育館
講師：古瀬正也氏
参加人数：18人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ファミリーサポート研修会時　3回 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

離乳食講習会前期（年6回）、あそびの広場（年間12
回）保育ボランティアの協力を得て事業実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町ＰＴＡ指導者研修会開催時に託児の実施を前提に参
加者を募集したため、ボランティアセンターに依頼を
行ったが、希望者がいなかったため実施はしなかっ
た。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

講座開催時に希望があれば、保育ボランティアの派遣
を要請して託児ありの講座を進めた。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

教育講演会で保育スペースを設置。 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

０歳児～３歳児向けの布絵本づくり講座において、ボ
ランティアの協力を得ながら託児を実施した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

その他の公共施設
の有効活用

各施設の特性・特徴を十分に
発揮できるよう、施設の有効
活用を図ります。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業

1

子育て世代が参加
しやすい環境整備

子育て世代が参加しやすい環
境を整備するため、住民（ボ
ランティア等）の協力を得な
がら、講座開催時の託児の実
施を検討します。

223
講座開催時の託児
の実施

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 連番 主な実施事業
２７年度事業報告

２７年度事業報告
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５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

夜間照明施設以外は従前の利用状況が分か
らないが、特に体育館においては利用率が
非常に高く、有効活用されているものと考
える。
平成27年9月1日から平成28年3月31日まで
の利用可能コマ数に対する利用率
体育館98.4%（公用等利用なし）、グラウ
ンド55.4%（うち、公用等利用16.5%）、夜
間照明26.8%（公用等利用なし）

教育総務課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

新規で閲覧できる資料を増やし、レファレ
ンス対応を実施した。展示、講座などの普
及事業も充実させ、文書館の有効利用がは
かれるようにした。

総　務　課
（文書館）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

指定管理を地域集会所運営委員会連絡協議
会（地域集会所を持っている自治会を中心
とした運営委員会の集合体）に委託し、施
設の有効活用を図った。

協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

計画どおりの、開設及び事業を実施した。

子ども青少年課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公園施設の定期的な点検により、適正な維
持管理が図られ、利用者の安全、安心が確
保された。 都市計画課

５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

需要の確認が難しく、実施まで至らなかっ
た。

危機管理課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

託児制度を定期的に実施したことで、子育
て世代が様々な機会に学習できる環境を整
えることが出来たため。

協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

計画どおり交流会、研修会を開催した。

子ども青少年課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

母親が安心して講座に参加できた

健康・スポーツ課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

子育て世代の参加が想定される講座等につ
いては、託児の実施を前提に参加者を募集
した。 教育総務課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

需要の拡大を図るため継続していく。

公　民　館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

土日開催の時や時間によっては託児の実施
ができた。

学校教育課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

０歳児から３歳児向けの布絵本づくり講座
において、託児を実施することができた。
託児に適した部屋がない中で、工夫をしな
がら実施することができた。

総合図書館

公共施設予約システムによる利用について運用を開始するとともに利用料の設
定を行った。（夜間照明施設については従来より料金設定済）

1,351点の資料を新規に閲覧できるようにし、402件のレファレンスに対応し
た。企画展を４回、ミニ展を２回、講座２本、講演１回、上映会１回を実施し
た。

修繕維持が必要な施設が多いことから、長期的計画を立てる必要がある。

計画どおりの、開設及び事業を実施した。
H27子育て支援センター開設日数：243日

老朽化したトイレの入れ替えを行った。

開催会場の施設状況を踏まえて引き続き検討する。

託児を実施し、子育て世代が学習出来る環境作りを行った。

計画どおり交流会1回、研修会2回を開催した。

２７年度事業報告

離乳食講習会（前期）は、ボランティアに乳児の保育を支援していただくこと
で、母親が落ち着いて講習会に参加することができた。
あそびの広場では、兄弟児の保育を支援していただくことで、母親が対象児に
向き合う時間を確保することができた。

結果的に実施はしなかったが、託児の実施を前提に参加者を募集した。

南部公民館において保育ボランティアを依頼した事業を行った。

講演会の会場、実施時間により、保育スペースや人員の確保が難しい。

託児に適した部屋がないが、その中で工夫をして実施することができた。部屋
が小さいため限られた人数しか受入られないのが現状である。

２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等
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事業内容 目標に対する達成状況
手話通訳者・要約筆記者の設置及び派遣
手話通訳者等の派遣　171件　199名派遣
設置通訳者の設置日数　232日設置

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

防災講演会時に手話通訳者の設置をした。
　設置人数：2名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

広域連携事業男女共同参画特別講演会において、手話
通訳を派遣した。
「最後まで自分らしく生きるために」
開催日：平成27年11月15日（日）
場所：寒川総合体育館
講師：金子稚子氏
参加人数：87人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

栄養相談、ライフステージ別食育講座、体操教室等
申込み者があった講座に手話通訳の派遣依頼をする。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

講座申込者等から希望がなかったため、実施はしな
かった。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

手話通訳や、要約筆記派遣などのニーズがなかったた
め、実施していない。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

防災講演会開催時に最前列の一角を車イス利用者用に
確保した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

健康体操の日年1８回実施
参加者の状況に合わせて実施する。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

南部公民館において、囲碁将棋開放事業を行った。
南部公民館には、サウンドテーブルテニスの卓球台が
あるので、利用してもらった。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

大活字本を継続的に収集を行い、提供した。本年度
は、１２タイトル（１７冊）を購入できた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

参加者の状況に合わせて実施する。 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

講座等の開催方法
の配慮

通常の開催方法では、参加し
にくい、勤労者や子育て世代
が参加しやすいように、講座
の開催曜日、時間など開催方
法を工夫します。

防災講演会については、日曜日の開催とした。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座、展示説明会などの事業は土日・祝日に開催し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座の内容により開催時間や曜日を工夫し、勤労者や
子育て世代が参加しやすいイベントを実施。
「寒川わくわくブックマーケット」
開催日：平成28年3月28日（土）
場所：寒川駅前公園

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

消費生活講座
6/21（日）　　一般町民（町在住・在勤者）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

障害者、高齢者等
が生涯学習に参加
しやすい環境の整
備（情報バリアフ
リー、施設バリア
フリー）

障害や高年齢など事業参加を
阻害する要因を少しでも減少
させ、講座等に参画しやすい
ように環境整備を推進しま
す。

226
障害者・高齢者の
学習支援の環境整
備

225

2

224

3 開催時間の工夫227

手話通訳・要約筆
記等の設置及び派

遣

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

車イス等に対応し
た講座の開催
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５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

利用者は増加傾向にあり、より多くの聴覚
障がい者の社会参加を促進することができ
た。 福　祉　課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

聴覚障がいのある方へも防災意識の啓発を
図る亊が出来た。

危機管理課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講演会に希望者がいた場合、手話通訳を派
遣し、障がい者も事業に参加しやすい環境
作りに努めた。

協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

申込みがあれば、対応する体制ができてい
た。

健康・スポーツ課

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

講座申込者等から希望がなかったため、実
施はしなかった。

教育総務課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ホールを使用する講演会などに手話通訳、
要約筆記の派遣依頼して対応した。

公　民　館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

車イス利用者の参加への障害を取り除く亊
が出来た。

危機管理課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

参加希望があれば、対応する体制ができて
いた。

健康・スポーツ課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

南部公民館において、囲碁将棋開放事業を
行った。
南部公民館には、サウンドテーブルテニス
の卓球台があるので、利用してもらった。

公民館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年、定期的に大活字本の購入を行い利用
者へ提供することができた。しかし、大活
字本は高額なため多くのタイトル数をそろ
えることができないが、利用者の動向を考
慮しながら資料提供が行えた。

総合図書館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

申込みがあれば、対応する体制ができてい
た。

健康・スポーツ課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

例年、日曜日開催とする亊で参加しやすい
環境を整備する事が出来た。

危機管理課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座、講演会、展示説明会、映像上映会な
どの事業は、いずれも土日または祝日に開
催した。 総　務　課

（文書館）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

平成23～25年までは講演会を開催していた
が、平成26年から「寒川わくわくブック
マーケット」を実施したことで、不惑世代
と子どもがともに楽しめるイベントを開催
することが出来たため。

協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座の開催曜日の工夫ができたため。

町民窓口課

手話通訳者・要約筆記者の設置及び派遣により、聴覚障がい者の社会参加を促
進することができた。

神奈川聴覚障害者総合福祉協会に手話通訳者の派遣依頼をし、手配した。
今後も設置を継続していく亊が必要と考えている。

手話通訳を派遣したことで、障がい者の参加を促すことが出来た。

該当の受講者がなく、実績はないが引き続き対応していく。

南部公民館において、囲碁将棋開放事業を行った。
南部公民館には、サウンドテーブルテニスの卓球台があるので、利用しても
らった。

継続的に大活字本を購入し、提供することができた。しかし、大活字本は高額
なため多くのタイトル数をそろえることはできなかった。

該当の受講者がなく、実績はないが引き続き対応していく。

－

事業の成果・課題等
２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価

今後も一般参加者に配慮した時間帯での開催を検討していく亊が必要と考えて
いる。

講座（10回）、講演会（１回）、展示説明会（４回）、映像上映会（１回）は
いずれも土日または祝日に開催した。

開催方法を工夫した結果、勤労者や子育て世代が多く参加するイベントにする
ことが出来た。

開催希望に応じた講座開催を実現した。

車イス利用者への配慮を今後も継続していく亊が必要と考えている。

健康管理センターの１階で実施しており、バリアフリーだが、参加実績はな
い。引き続き対応していく。
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事業内容 目標に対する達成状況
講座等の開催方法
の配慮

通常の開催方法では、参加し
にくい、勤労者や子育て世代
が参加しやすいように、講座
の開催曜日、時間など開催方
法を工夫します。

父親母親教室（年5日）、成人健康診査（年１日）、が
ん検診（年３日）、ヨガ教室（年２回）土日に実施
弓道教室（年８日）、春季テニス教室（年８日）、秋
季テニス教室（年４日）、親子テニス教室（年１
日）、ボルダリング教室（年２日）、フライングディ
スク教室を土日、祝日に実施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

労政問題懇話会と連携し、労働講座を開催
実施日：10月15日（木）18:30～
場所：寒川町民センター視聴覚室
参加者：60名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

●環境学習に関する事業について、勤労者や子育て世
代が参加しやすいように、土日祝日の開催を継続して
実施した。
●多くの町民が参加する、フリーマーケットと同日
に、さむかわ環境フェスティバルを開催し、町民が参
加しやすい方法で開催した。
●環境フェスティバル　5月17日(日)
●環境教室　5月16日(土)
●相模川美化キャンペーン　5月31日(日)
●川の生き物調査隊　　8月1日(土)
●野鳥観察会　2月6日(土)
●ニコニコフリーマーケット
　　　　　　　5月17日(日),10月17日(土)
●目久尻川小出川美化キャンペーン
　　　　　　　　　　　　2月27日(土)

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

教育講演会を開催。参加対象者を考慮して、日時設定
を行った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

対象世代に合わせて開催曜日、時間等を工夫した。参
加者アンケート等でも曜日や時間帯に関する設問を入
れた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

多くの事業を土・日曜日に開催し、参加しやすい環境
を整備した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

土・日・祝日の開催や１７時閉館後の開催など、参加
対象者層を考慮しながら参加しやすい日時設定を行う
ことができた。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各種講習を土日、祝日の受講しやすい時間帯に実施し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

228
インターネットを
活用した資料予約
システムの提供

インターネットや携帯電話からの蔵書検索やパスワー
ドを登録すれば貸出中の資料予約や資料の延長が自分
でできるシステムの提供を行えた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公共施設利用予約システムを365日稼働。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

引き続き、寒川総合体育館のホームページより利用室
の空き情報や利用室の抽選予約システム管理を行っ
た。また、講座の申し込み等インターネットの活用の
推進を検討した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★学校体育館、小学校屋外運動場、夜間照明施設（寒
川中学校、旭が丘中学校）及び南小学校ふれあいホー
ルの一般開放に係る一部の手続きを公共施設予約シス
テムで行う。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

施設予約システムを導入することにより、利用者が抽
選日に公民館へ出向くことなく施設の予約を取れるよ
うにした。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

4

ＩＴ機器を活用し
た学習の支援

インターネットを活用して、
資料の検索や施設の予約がで
きるようにするなど、学習の
利便性を高めるシステムを構
築します。

229

インターネットを
活用した公共施設
予約システムの提
供

3 開催時間の工夫227
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５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

父親母親教室では、日曜日開催により、夫
婦で子育てに向き合う姿勢ができた。

健康・スポーツ課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

勤労者や子育て世代が参加しやすい時間に
開催することで、おおむね定員に近い多く
の方に参加していただいた。 産業振興課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

町民の方等が参加しやすいように夏休み中
の開催や、休日の開催に心がけた他、多く
の来場者が望めるイベントと同時開催する
ことで多くの方に参加して頂いた。

環  境  課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

保護者、地域町民の参加を募るために、土
曜日開催も試み、夏休みの計画も実施した
が、休み中開催には課題も残った。 学校教育課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

対象者、利用者のニーズ等に応じて、開催
曜日、時間等を工夫し、講座等を開催し
た。 教育総務課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

土・日開催にすることにより、親子での参
加や男性の参加を促進することが出来た。

公　民　館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

多くの人が参加しやすいように、土・日・
祝日や夏・冬・春休み期間を中心に事業を
開催した。 総合図書館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

自治会や父母会などの団体は平日受講が難
しいが活動のために受講したいという要望
が毎年多く見られ、柔軟に対応することで
町民の要望に応えることができていると感
じられる。

予　防　課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

利用者が自ら資料検索し、予約や予約解除
を行うなどの利用方法が浸透してきてい
る。 総合図書館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

予約システムを稼働することで、施設の適
正な管理運営が出来た。

健康・スポーツ課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

利用室の空き情報や抽選予約システムに多
少の不具合はあったが、利用者に不都合を
もたらす程度では無く、利用者が気軽に参
加できる環境がつくられた。 都市計画課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

インターネットを活用した施設の予約が可
能となるようシステムを導入し、利用者の
利便性を高めることができた。 教育総務課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

予約システムを導入したことにより、２４
時間公民館の空き状況や空き部屋を予約で
きるようになったことにより、利用者（特
に代表者）の負担を軽減できた。

公　民　館

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

対象者、利用者のニーズ等に応じて、平日、休日両方実施した。

土・日開催にすることにより、男性の参加者もあった。

児童向けの事業は、夏休み期間や冬休み期間などに開催した。また、その他の
事業の多くは、土・日・祝日での開催や時間帯を考慮しながら実施した。

土日、祝日にしか講習を受講できない団体に対しても柔軟に対応することで受
講してもらうことができた。ただし、担当職員が少なく、開催希望日が他の行
事と重なった場合は日程の調整が必要であった。

システムの提供が行えた。システムの利用も定着してきているが、更なる利用
促進が課題である。

平日の午後6時半からと、労働者や子育て世代も参加しやすい時間帯で開催し
たことで昨年よりもさらに多くの参加があった。

町民の方等が参加しやすいように夏休み中の開催や、休日の開催に心がけた
他、多くの来場者が望めるイベントと同時開催することで多くの方に参加して
頂いた。

講演の内容にもよるが、講師の日程を重視した場合、日時設定が難しい。

父親母親教室は、１コース４日間の内、４日目を日曜日に開催し、夫の参加率
が向上している。

予約システムを３６５日稼働した。

寒川総合体育館のホームページより利用室の空き情報や利用室の抽選予約シス
テム管理を活用し、前年と比較し利用者が増加したが、システムを追加で構築
していた関係上、不具合が発生したときも有り、最初からインターネットを前
提としたシステム変更を今後検討必要

平成27年9月より公共施設予約システムによる一部手続きの運用を始めた。

予約システムを導入することにより、空いた時間を利用して公民館の予約が取
れるため、利用者の負担軽減になった。
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事業内容 目標に対する達成状況
寒川町文化財電子資料館を実施した □Ａ達成した

■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

インターネットでの資料検索システムの提供を行え
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各公民館の事業を町のホームページに掲載し、情報提
供を図った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ホームページによる寒川駅北口地区土地区画整理事業
の内容や事業の進捗状況を掲載。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

応急手当の一連の流れやＡＥＤ設置マップを更新する
ことにより町民に対し、応急手当の重要性を促した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

231
防犯パトロール時
等腕章等の貸し出
し

各団体等からの依頼により腕章などの備品を貸し出し
た。

貸し出し数：タスキ10ヶ

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

232
文化財学習セン
ターの民具等資料
の貸し出し

考古資料、民具等の貸出　3件 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

233
青少年広場バーベ
キュー関連器具の
貸し出し

青少年広場内にあるバーベキュー場の貸し出し ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

234
防火・防災ビデオ
等の貸し出し

より多くの事業所で活用してもらえるようホームペー
ジへ掲載し、広く周知し、火災予防や危険物に関わる
事故防止など防火防災の一助とした。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

235
公民館の機材の貸
し出し

住民の主体的な学習活動に必要な教材・機材の貸出を
行いました。随時：団体等

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

さむかわwakuwaku体操ＣＤ・ＤＶＤの貸し出し ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

まちづくりガイドブック、パンフレットによる資料提
供。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

237
防災ＤＶＤの貸し
出し

自主防災組織等の研修用として、防災ＤＶＤの貸し出
し等を行った。
　計３回

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２７年度事業報告

5

教材等の貸し出し
の充実

住民の主体的な学習活動に必
要な教材・機材等の貸し出し
を充実します。

4

ＩＴ機器を活用し
た学習の支援

インターネットを活用して、
資料の検索や施設の予約がで
きるようにするなど、学習の
利便性を高めるシステムを構
築します。

230
インターネットを
活用した資料検索
の提供

236

住民の学習活動の
ための教材・機材
貸し出し
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５年間の評価 ５年間の評価の理由 担当課
□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

平成23年度より、インターネットを活用し
た電子資料館を開設した。なかなか新規資
料の紹介ができていない状態である。 教育総務課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

当館の蔵書検索のほか、図書館のホーム
ページのリンク集をとおして県内図書館の
蔵書検索も行えるなど、自ら資料検索がで
きる環境の整備ができている。 総合図書館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ホームページを見て申し込みをする利用者
は少ないが、情報提供は必要なので今後も
継続して掲載していく。 公　民　館

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

工事完了には至らなかったが、建築物等の
移転又は除却をすることができた。

寒川駅周辺
整備事務所

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ホームページにAED設置マップと応急手当
の実施要領を掲載しておくことで有事の際
に応急手当をおこない救急隊の到着を待つ
ことができ、今後も掲載の継続が必要だあ
ると感じる。

予　防　課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各団体などから貸し出しの要望があった際
には、応えることができたため。

協働文化推進課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

希望者には貸出を実施できた。近年は電子
資料や、つりてくん関連の要望も多く、そ
の都度対応をしている。 教育総務課

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

要望に応じて貸出を実施

子ども青少年課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

初期消火と自衛消防・防災の重要性や危険
物に関わる事故防止に対する意識付けがで
きたが、利用する事業所がまだ少数なの
で、より多くの事業所に周知していく必要
がある。 予　防　課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

機材を利用する時は、あらかじめ必要備品
がわかっていることが多く、対応すること
はできたが、当日の準備段階で必要な備品
が解ることもあり、対応できない時もあっ
た。

公　民　館

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

地域で実施する運動として、さむかわ
wakuwaku体操が定着してきている。

健康・スポーツ課

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

駅前整備の趣旨について理解を得た。

寒川駅周辺
整備事務所

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

毎年、数件の貸し出し依頼があり、防災意
識の啓発に役立っている。

危機管理課

２７年度事業報告 ２３～２７年度（第２期実施計画）評価
事業の成果・課題等

自治会の訓練や防災イベントにて、防災意識に対する啓発を図る亊に役だっ
た。

多くの町民に事業の進捗状況を周知することができた。

各講習会でホームページの活用及び閲覧を促すことで住民に対し理解を深め
る。AED設置マップは更新が必要なため、事業所に対し継続的な状況調査を行
う。

今後も要望に応じて、物品を貸し出し、地域の防犯活動に役立ててもらう。

希望者に貸出を行った。昨年度より1件少ない。

春夏秋に利用者が多い。34件、1,620人が利用

初期消火と自衛消防・防災の重要性や危険物に関わる事故防止に対する意識付
けができたが、利用する事業所がまだ少数なので、より多くの事業所に周知し
ていく必要がある。そのために、ホームページの掲載だけではなく、町広報へ
の掲載や事業所の訓練時に現在より多く広報していく必要がある。

各館ともに新規の備品がなく、寄付で譲り受けた南部公民館のプロジェクター
のニーズが多く当日の要望には対応できなかったこともありました。人気の高
い備品の整備が必要です。

大きな問題もないため、例年と変わらぬ実施で、見直し等はしていない。

インターネットや携帯電話からの蔵書検索やパスワードを登録すれば貸出中の
資料予約や資料の延長が自分でできるシステムの提供が行えた。システムの利
用も定着してきているが、更なる利用促進が課題である。

アンケートでも「町のホームページを見て申し込み」という回答は少ないが、
今後も情報提供をしていく。

健康づくり体操や各種イベントでさむかわwakuwaku体操を普及し、地域での体
操の依頼も増え、ＤＶＤ・ＣＤの貸し出しが定着している。

JCに区画整理の説明を行った。
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